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2022年度本学院在籍者・講習会生入試結果
一般入試・推薦・共通テスト方式合格 / 補欠集計芸大・美大合格実績

芸大・美大総合格者数

多摩美術大学

東京芸術大学

名 名71671610601060
合格者総数 現役合格

名 名213213330330合格者
総　数

合格者
総　数

東京芸術大学工芸科

東京芸術大学
先端芸術表現科

現役
合格

定員
30名

定員
24名

定員
15名

2023

1

年度

名22

名55名33現役
合格 名22現役

合格

名22
名22現役

合格

名77

東京芸術大学建築科

名7575 現役
合格 名3232絵画学科

油画・版画専攻
合格者
総　数 名6666 現役

合格 名3131グラフィック
デザイン学科

合格者
総　数 名1616 現役

合格 名33彫刻学科
合格者
総　数 名2424 現役

合格 名1818環境
デザイン学科

統合
デザイン学科

演劇舞踊
デザイン学科

合格者
総　数 名4040 現役

合格 名2727情報
デザイン学科

合格者
総　数 名1717 現役

合格 名1212工芸学科
合格者
総　数 名33 現役

合格 名22絵画学科
日本画専攻

合格者
総　数 名2424 現役

合格 名2020生産
デザイン学科

合格者
総　数 名1111 現役

合格 名88芸術学科
合格者
総　数 名4646 現役

合格 名3838
合格者
総　数 名77 現役

合格 名66

東京芸術大学彫刻科 定員
20名

定員
45名名11 東京芸術大学デザイン科

東京芸術大学
絵画科油画専攻

定員
55名

名 名9797148148合格者
総　数

現役
合格

武蔵野美術大学 名 名215215332332合格者
総　数

現役
合格

東京造形大学全国
NO,1

名 名61618282合格者
総　数

現役
合格

女子美術大学

合格者
総　数 名1515 現役

合格 名33彫刻学科 建築学科
合格者
総　数 名3232 現役

合格 名2424空間演出
デザイン学科 合格者

総　数 名1010 現役
合格 名77
現役
合格 名33クリエイティブ

イノベーション学科
合格者
総　数 名44

合格者
総　数 名33 現役

合格 名22日本画学科
合格者
総　数 名4343 現役

合格 名3333工芸工業
デザイン学科 合格者

総　数 名2929 現役
合格 名2222デザイン

情報学科

合格者
総　数 名5656 現役

合格 名2525油絵学科
合格者
総　数 名4141 現役

合格 名3232 合格者
総　数 名3939 現役

合格 名2828基礎
デザイン学科

視覚伝達
デザイン学科

合格者
総　数 名4141 現役

合格 名2323映像学科 芸術文化学科 合格者
総　数 名1919 現役

合格 名1313

都立総合芸術高校12年連続！
2桁合格！

2018年

名21
2019年

名20
2020年

名19
2021年

名16

名22

全国
NO,1

2022年

名19
2023年

名23

新
宿
校

012

・
油
絵
科

014

・
日
本
画
科

016

・
彫
刻
科

018

・
デ
ザ
イ
ン
科
芸
大
コ
ー
ス

020

・
デ
ザ
イ
ン
科
私
立
美
大
コ
ー
ス

022

・
工
芸
科

024

・
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
科
夜
間
コ
ー
ス

026

・
映
像
科

028

・
建
築
科

030

・
先
端
芸
術
表
現
科

032

・
芸
術
学
科

034

・
土
日
受
験
科

036

・
留
学
生
科

038

・
基
礎
科

044

・
中
学
生
受
験
科

046

・
大
宮
校

052

・
秋
葉
原
校

058

・
渋
谷
校

064

・
国
立
校

070

・
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

072

・
講
師
一
覧

001

・
目
次

002

・
５
校
舎
紹
介

004

・
設
置
科
・
コ
ー
ス
案
内

006

・
美
大
学
科

007

・
ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ

008

・
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

２
０
２
4
年
に
創
立
54
周
年
目
を
迎
え
るｅ
ｎａ
美
術
︒

美
大
受
験
専
門
の
予
備
校
と
し
て
︑

今
日
ま
で
学
生
の
造
形
力
向
上
と
︑

志
望
校
合
格
に
邁
進
し
て
き
ま
し
た
︒

勢
い
の
止
ま
ら
な
いｅｎａ
美
術
は
今
も
進
化
を
続
け
て
お
り

２
０
１
３
年
の
国
立
校
︑

２
０
１
５
年
の
渋
谷
校
を
現
役
校
と
し
て
開
校
し
た
後
︑

２
０
１
８
年
に
は
秋
葉
原
校
を
開
校
し
︑

２
０
２
３
年
で
は
大
宮
校
を
開
校
し
ま
し
た
︒

都
内
大
手
美
術
総
合
予
備
校
と
し
て
は
唯
一
︑

複
数
校
舎
を
展
開
し
て
い
るｅ
ｎａ
美
術
は
︑

東
京
藝
術
大
学
絵
画
科
油
画
専
攻
は
28
年
間
で

22
回
全
国
１
位
の
ほ
か
︑

29
年
連
続
で
現
役
合
格
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
都
立
総
合
芸
術
高
校
の
一
般
入
試
合
格
者
も

12
年
連
続
で
２
桁
合
格
を
維
持
す
る
な
ど
︑

中
学
生
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
︒

創立５4 年。

ena美術は半世紀を経て、これまで、

東京藝術大学に２０００名に迫る合格者を輩出してきました。

創立以来、受験生一人ひとりと向き合いながら、

個性を伸ばし、合格に導いてきた ena美術ならではの指導の賜物でもあります。

さあ、次はあなたの番！　

優れた講師陣の専門性の高い指導力で、

志望校合格を力強くアシストします。

無料体験入学システム
手ぶらでOK！

1日体験講習
実技の基本

デッサンを学ぼう！

土曜チャレンジ
週末に挑戦！
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4
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創
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54
周
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目
を
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え
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︒
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受
験
専
門
の
予
備
校
と
し
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今
日
ま
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学
生
の
造
形
力
向
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と
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志
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合
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に
邁
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き
ま
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た
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勢
い
の
止
ま
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な
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今
も
進
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を
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け
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り
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８
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に
は
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葉
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し
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２
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３
年
で
は
大
宮
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を
開
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し
ま
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た
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都
内
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手
美
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総
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予
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し
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数
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い
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美
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専
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年
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で
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年
連
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現
役
合
格
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出
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す
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︑
都
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総
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芸
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高
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一
般
入
試
合
格
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連
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合
格
を
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中
学
生
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も
注
目
を
集
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ま
す
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創立５4 年。

ena美術は半世紀を経て、これまで、

東京藝術大学に２０００名に迫る合格者を輩出してきました。

創立以来、受験生一人ひとりと向き合いながら、

個性を伸ばし、合格に導いてきた ena美術ならではの指導の賜物でもあります。

さあ、次はあなたの番！　

優れた講師陣の専門性の高い指導力で、

志望校合格を力強くアシストします。

無料体験入学システム
手ぶらでOK！

1日体験講習
実技の基本

デッサンを学ぼう！

土曜チャレンジ
週末に挑戦！
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高
卒
生
か
ら
現
役
高
校
生
︑

さ
ら
に
は
美
術
系
高
校
進
学
を
め
ざ
す
中
学
生
ま
で
︑

あ
ら
ゆ
る
受
験
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
︑

全
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
︒

各
期
講
習
会
で
は
︑
遠
方
か
ら
の
受
験
生
も
多
数
参
加
し
︑

大
手
な
ら
で
は
の
活
気
あ
る
ア
ト
リ
エ
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
︒

さ
ら
に
ど
の
授
業
で
も
︑
今
ま
で
の
豊
富
な
実
績
デ
ー
タ
か
ら
︑

合
格
レ
ベ
ル
が
実
感
で
き
る
指
導
が
受
け
ら
れ
︑

安
心
し
て
制
作
に
没
頭
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

ま
た
︑﹁
本
校
﹂
と
し
て
の
機
能
も
兼
ね
て
い
る
た
め
︑

公
開
実
力
コ
ン
ク
ー
ル
︵
実
技
模
試
︶
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
︑

各
校
舎
共
通
の
情
報
を
伝
え
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
︒

駅
前
近
く
に
通
い
や
す
さ
と
確
か
な
実
績
を
持
っ
て

新
た
な
新
校
舎
﹁ｅｎａ
美
術
大
宮
校
﹂
を
開
校
い
た
し
ま
し
た
︒

大
宮
校
は
油
絵
科
︑
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
科
︑

基
礎
科
の
昼
・
夜
間
部
中
学
生
受
験
科
を
開
設
︒

画
材
購
入
や
講
師
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
や
す
い
︑

コ
ン
パ
ク
ト
な
校
舎
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

ま
た
︑
大
宮
氷
川
神
社
の
参
道
に
面
し
︑

交
番
の
前
と
い
っ
た
安
心
し
て

通
え
る
場
所
と
も
な
っ
て
い
ま
す
︒

各
志
望
校
に
対
応
し
た
受
験
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
目
指
し
ま
す
︒

10

今からおよそ半世紀前の1970年に創立した芸大・美大受験に特化した予備校「新
宿美術学院」。2023年に名称を改め「ena美術」になりました。これまで数多くの受験
生が志望校進学を勝ち取り、それぞれのステージで、フィールドで活躍しています。
「大手だと人数が多くて、声をかけてもらえないのではないか」と、不安を持つ方もい
るかもしれませんが、その心配は無用です。誰もが通いやすい校舎は都内に4校、都
外に1校あり、各校とも一人ひとりに目が届いた“対話”型の指導を展開しています。
さあ、これからも変わらないどこでも信頼の新しい「ena美術クオリティ」を！ 

『ena美術クオリティ」を変わらず5校舎で！5
7

大宮校

ｅｎａ
美
術

長年の信頼と実績と過去合格者から得たデータを使い、
大宮の地でもena美術の勉強が出来ます。

渋
谷
校
は
2
0
2
2
年
春
か
ら
︑
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
科
に

特
化
し
た
現
役
校
と
し
て
新
し
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
︒

渋
谷
駅
チ
カ
で
ど
こ
か
ら
で
も
通
い
や
す
い
立
地
と
い
う
の
も

渋
谷
校
の
魅
力
︑
通
い
や
す
さ
と
い
う
こ
と
は
高
校
生
に

と
っ
て
は
と
て
も
大
事
︒
さ
ら
に
こ
の
度
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
科
に

特
化
す
る
こ
と
で
指
導
も
今
ま
で
以
上
に
充
実
し
ま
し
た
︒

高
1
・
2
年
生
と
中
学
生
は
基
礎
科
か
ら
︑
高
校
3
年
生
は

受
験
科
で
制
作
︒
国
公
立
の
芸
大
か
ら
様
々
な
私
立
の
美
大
︑

一
般
入
試
か
ら
推
薦
入
試
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り
と

対
応
で
き
る
の
が
渋
谷
校
の
特
徴
で
す
︒

学
科
に
関
し
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
も
常
駐
︑

学
科
対
策
も
十
分
で
す
︒

ま
た
渋
谷
と
い
う
立
地
上
︑
美
大
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
学
び
た
い

学
生
に
と
っ
て
も
う
っ
て
つ
け
の
校
舎
で
す
︒

デザイン・工芸科に特化した現役生向けの新しい校舎、
渋谷駅からも近く通いやすさが大きな特徴。

デザイン・
工芸専門館

ena美術

2

003 002
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○
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○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

５
校
舎
紹
介

５
校
舎
紹
介



日曜コース

留学生科

日曜コース

土日コース

土日コース

＊高3生、高卒生対象のコースおよび留学生コースは、1・2学期まで。3学期以降入試直前コースをお申込みください。
＊各大学総合型選抜・学校推薦型選抜等に関しましては、専攻の科に追加してお申込みください。

高３／高卒生 4～7月 9～12月 月ごとにお申込み受講全科

中学生中学生受験科

中学生中学生受験科

推薦入試対策（追加申込）

大宮校

高１／高２／高３／高卒生 1ヶ月3課題

高３／高卒生 1ヶ月5課題

1学期4ターム

1学期4ターム

2学期4ターム 3学期3ターム

2学期4ターム
全科

オンライン教育

005 004
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○
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○
○
○
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案
内

設
置
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校内模試（校内生対象）
無料

全国美大学科模試（校内生・校外生対象）
有料

全校共通

美大学科

美大国語美大英語文法美大英語読解
　昼間部 高卒生

土　17:30~19:10火　17:30~19:10火　19:20~21:00

１学期は美大入試に出題が予想されるテーマを
含んだ英文を中心に、文の構造把握、語彙の用
法と適訳をわかりやすく解説指導していきます。
２学期は長文問題を中心に様々な設問への対処
法を習得しつつ、正確な読解力と速読力の養成
を目指します。

１・２学期を通じて、入試に必要な文法項目を
確実にするために、様々な形式の問題に取り組
みます。
美大入試の傾向に沿った演習問題に重点をおき、
入試突破に不可欠な知識の習得を目指します。
「項目別に習得」→「習得した文法事項を使った総
合的な演習問題（実戦力強化）」という流れで学
んでいきます。

１学期は読解力強化、基礎力アップをメインに
美大頻出の芸術・文学に関する文章に取り組ん
でいきます。
美大特有の設問形式についても丁寧に解説しま
す。２学期は実戦力アップを図るために、設問
形式ごとの出題の意図を理解し問題に取り組み
ます。

土曜英語チューター多摩美大小論文対策
夜間部 高 3 生　　昼間部 高卒生・夜間部 高 3 生　

土　14:20~16:00随時全 18 回　 １学期 ２学期

多摩美大の国語の試験では、例年設問として四
百字の作文問題が出題されています。
美大ならではの出題傾向と評価のポイントがあ
り、配点も高いため準備は必須です。書いた枚
数が、確実に実力に反映されます。
講義ではなく、添削による指導です。

チューターが、学科の勉強をサポートします。
模試で点数が取れない、勉強の進め方が分から
ないなどの疑問質問に個別にアドバイスします
ので、気軽に相談に来てください。

１学期は入試問題を解くための考え方の基本を
定着させることが目標です。各文法項目の解説
を中心に学び、総合的な演習問題として英文の
読解に取り組んでいきます。
２学期は「熟語・文法・語法 Check」→「構文・
作文 Check」→「Reading Check」の３本立てで実
戦力のアップを目指します。

校内生・校外生問わず参加できる学科模試
です。年に４回、多摩美大系、武蔵野美大
系を２回ずつ実施しており、多摩美大系の
国語では小論文も含みます。美大受験生の
みが参加する模試の為、自分の今の到達度
が明確になります。成績帳票では、志望大
学・専攻別合否判定の他、学力点数に対し、
実技得点がどれほど必要かという目安も示
し、アドバイスします。会場、在宅、高校
内実施と受験形態も選択できますので、遠
方からでも参加いただけます。

新宿校

美大英語美大国語多摩美大小論文対策
高 3 生

全 18 回　 １学期 ２学期

多摩美大の国語の試験では、例年設問として四
百字の作文問題が出題されています。
美大ならではの出題傾向と評価のポイントがあ
り、配点も高いため準備は必須です。書いた枚
数が、確実に実力に反映されます。
講義ではなく、添削による指導です。

１学期は読解力、基礎力アップをメインに美大
頻出の芸術・文学に関する文章に取り組んでい
きます。
２学期は実践力アップを図るために、設問形式
ごとの出題意図を理解した上で問題に取り組み
ます。

１学期は入試問題を解くための考え方の基本を
定着させることが目標です。各文法項目の解説
を中心に学び、総合的な演習問題として英文の
読解に取り組んでいきます。

昼間部生は年４回、高３生は年３回の校内模試
を実施しています。共通テスト、多摩美大、武
蔵野美大の入試を想定した問題です。

秋葉原校 渋谷校 国立校 大宮校

映像配信授業90分渋谷校

土　14:00~15:30国立校

映像配信授業90分秋葉原校

映像配信授業90分渋谷校

土　15:50~17:20国立校

映像配信授業90分秋葉原校

土　14:00~15:40大宮校

交番

大
学
通
り

1-1-24

渋谷キャスト

ク
ロ
サ
ワ

バ
イ
オ
リ
ン

宮
益
坂
口
●●

ハチ公像

渋谷スクランブルスクエア

大宮校

JR秋葉原駅

岩本町駅

日
比
谷
線
秋
葉
原
駅

つ
く
ば
EX
秋
葉
原
駅

中
央
通
り

JR
山
手
線

日
比
谷
線

つ
く
ば
E
X

JR
山
手
線

中
央
通
り

神田川 神田川

昭
和
通
り

UDX

中央改札口
●

JR総武線 JR総武線

●
A3出口

電気街口●

A2出口●

都営新宿線

●
2番出口

ヨドバシカメラ

都営新宿線A3出口●

7

2 2

2

JR・東武野田線・埼玉新都市交通伊奈線　大宮駅東口から徒歩▶6min

〒330-0846
埼玉県さいたま市大宮区
大門町 3-14-2

大宮校
Tel.048-657-8581

高田馬場

007 006

○
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○
○
○
○
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○
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Ｍ
Ａ
Ｐ

美
大
学
科



推薦入試対策講習・推薦入試説明会（総合型選抜・学校型選抜入試）

（基礎科・中学生受験科）

弱
点
を
克
服
し
、
目
標
を
設
定
し
ま
す

春
期
講
習
会
は
気
持
ち
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
！

夏
期
講
習
会
は
じ
っ
く
り
集
中
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
！

冬
期
講
習
会
は
合
格
を
確
実
に
す
る
た
め
、

入
試
前
の
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
！！

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
合
わ
せ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
目

標
を
設
定
し
、
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に
指
導
を
行
い
ま
す
。

ま
ず
、
参
加
し
て
雰
囲
気
を
掴
む

は
じ
め
て
美
術
を
志
す
高
校
生
が
美
大
受
験
の
た
め
の
実
技
体
験

を
す
る
「1

日
体
験
講
習
」
と
「
土
曜
チ
ャ
レ
ン
ジ
」（1

日
体
験

は
日
曜
日
開
催
）。
年
間
を
通
じ
て
い
つ
で
も
通
常
授
業
に
参
加

で
き
る
「
無
料
体
験
入
学
シ
ス
テ
ム
」
は
、
最
長1

週
間
で
す
。

ま
ず
は
体
験
に
参
加
し
て
み
て
、ｅ
ｎ
ａ
美
術
の
雰
囲
気
や
授
業

の
熱
気
を
感
じ
取
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

1/8

1/83/16 12/11 9/2 7/17 4/11

3/237/18

8/27

12/16

1/7

● 

冬
期
講
習
直
前
講
座

□
全
国
公
開
美
大
学
科
模
試

　（有
料
・
要
申
込
み
）

□
全
国
公
開
美
大
学
科
模
試

　（有
料
・
要
申
込
み
）

●
五
校
舎
合
同
コ
ン
ク
ー
ル

□
全
国
公
開
美
大
学
科
模
試

　（有
料
・
要
申
込
み
）

□
全
国
公
開
美
大
学
科
模
試

　（有
料
・
要
申
込
み
）

■
学
科
校
内
模
試

　（無
料
・
申
込
み
不
要
）

■
学
科
校
内
模
試

　（無
料
・
申
込
み
不
要
）

■
学
科
校
内
模
試

　（無
料
・
申
込
み
不
要
）

■
学
科
校
内
模
試

　（無
料
・
申
込
み
不
要
）

□
全
国
公
開

　美
大
学
科
模
試

　（有
料
・
要
申
込
み
）

各講習会直前講座

1日体験講習・土曜チャレンジ・体験入学

20242025

春
期
講
習
直
前
講
座

夏
期
講
習
直
前
講
座

※状況により日にちが変更する場合があります。

009 008
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間
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年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル



高
い
合
格
実
績
を
支
え
る
、

ｅ
ｎ
ａ
美
術
の
本
校
。

全
国
か
ら
多
数
の

美
大
受
験
生
が
集
い
ま
す
。

ｅｎａ
美
術
・
本
校
と
し
て
、高
卒
生
か
ら
現
役
高

校
生
、美
術
系
高
校
進
学
を
目
指
す
中
学
生
ま
で
の

ｅｎａ
美
術・全
コ
ー
ス
を
設
置
し
、美
術
系
受
験
生
の

あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
て
い
ま
す
。

各
期
講
習
会
で
は
、遠
方
か
ら
の
受
験
生
も
数
多

く
参
加
し
て
い
た
だ
き
、合
格
レ
ベ
ル
を
実
感
し
な
が

ら
勉
強
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。公
開
コ
ン
ク
ー
ル（
実
技

模
試
）な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
新
宿
校
で
実
施
し
、ｅｎａ
美

術・各
校
や
全
国
の
美
大
受
験
生
が
集
い
ま
す
。

ま
た
、美
大
入
試
情
報
を
集
約
し
、各
校
舎
に
共
通

の
情
報
を
伝
え
る
本
部・セ
ン
タ
ー
の
役
割
も
果
た
し

て
い
ま
す
。様
々
な
ケ
ー
ス
の
美
大
受
験
に
つ
い
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
、個
別
の
受
験
相
談
な
ど
も
随
時
行
って
い

ま
す
。

近
年
、大
学
入
試
は
多
様
化
し
て
お
り
、推
薦
型
入

試
を
実
地
す
る
美
大
も
増
え
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
も

新
宿
校

特
に
、多
摩
美
術
大
学
、武
蔵
野
美
術
大
学
の「
総
合

型
選
抜
試
験
」「
学
校
推
薦
型
選
抜
」は
難
易
度
も
高

く
、一般
入
試
と
は
異
な
る
準
備
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。例
え
ば
、多
摩
美
術
大
学
で
は
、面
接
試
験
や
小

論
文
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、専
攻
に
よ
って
は

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
提
出
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ｅｎａ
美
術
で
は
、多
様
な
入
試
制
度
へ
の
対
策
に
い

ち
早
く
対
応
し
て
き
た
実
績
が
あ
り
、特
に
半
世
紀
に

及
ぶ
長
い
歴
史
の
中
で
蓄
積
さ
れ
た
合
格
者
の
作
品

や
、レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
群
は
、受
験
生
の
指
標
と
な

る
も
の
ば
か
り
で
、様
々
な
入
試
形
態
に
対
応
で
き
る

ｅｎａ
美
術
の
強
み
と
も
な
って
い
ま
す
。

新
宿
校
で
は
、全
コ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
多

様
化
す
る
入
試
に
も
特
化
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制

が
整
って
い
ま
す
。

ま
た
、校
舎
入
口
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
併
設
さ
れ
て

お
り
、ｅｎａ
美
術
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
や
、ｅｎａ
美
術
ゆ
か
り
の

作
家
た
ち
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、現
代
の
生
な
美
術

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。本
学

出
身
者
が
、画
家
、デ
ザ
イ
ナ
ー
、工
芸
家
、彫
刻
家
、

建
築
家
、作
家
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ

と
で
、美
大
入
試
の
士
気
が
あ
が
る
と
同
時
に“
夢
”も

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

新
宿
校

新
宿
校

011 010



面接室 兼 図書室での面接風景新宿中央公園での取材課題 特殊課題 講評会 授業風景

ena Bijyutsu Galleryでの展示（デッサン祭展）

一
人
ひ
と
り
の
感
性
を

合
格
に
つ
な
げ
て
い
く

現
在
、ｅｎａ
美
術（
元
新
美
）で
は
個
人
指
導
を
今
ま
で
以
上
に
徹

底
し
て
い
ま
す
。感
覚
、考
え
方
、思
い
入
れ
、興
味
、得
意
分
野
…
。こ

れ
ら
は
受
験
生一人
ひ
と
り
違
い
ま
す
。多
様
な
価
値
観
を
評
価
し
な

が
ら
、一人
ひ
と
り
の
個
性
を
大
切
に
育
み
、良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
て
い

ま
す
。約
20
年
前
な
ら
、作
品
の
完
成
度
を
上
げ
て
い
く
こ
と
で
藝
大

の
油
画
専
攻
合
格
を
手
に
で
き
ま
し
た
が
、近
年
の
入
試
で
は
、本
人
の

感
覚
で
捉
え
た
作
品
が
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

個
人
指
導
の
中
心
と
な
る
の
が
面
談
で
す
。た
と
え
ば
、繊
細
な
作

業
が
好
き
な
受
験
生
も
い
れ
ば
、お
お
ら
か
な
作
風
の
受
験
生
も
い
ま

す
。こ
う
し
た
受
験
生
を
同
じ
よ
う
に
教
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。一人

ひ
と
り
と
面
談
を
重
ね
て
何
が
得
意
な
の
か
、何
に
興
味
が
あ
る
の
か
、

ど
こ
を
伸
ば
せ
ば
良
い
所
が
引
き
出
せ
る
の
か
を
講
師
た
ち
が
把
握
し

油
絵
科

て
指
導
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。講
評
会
は
１
人
ず
つ
丁
寧
に
行
い
ま

す
。担
当
講
師
以
外
の
講
師
た
ち
が
作
品
を
ど
う
見
る
の
か
、客
観
的

な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
も
う一つ
重
要
な
要
素
と
し
て
考
え
て
い
る
の
が『
遊
び
心
』で

す
。「
た
だ
ひ
た
す
ら
真
面
目
に
絵
を
勉
強
し
て
い
く
」だ
け
で
は
、今
の

変
則
的
な
入
試
は
乗
り
越
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

受
験
の
事
に
意
識
が
行
く
あ
ま
り
、準
備
し
て
き
た
テ
ク
ニッ
ク
や

表
面
的
な
演
出
な
ど
安
易
な
考
え
方
は
大
学
も
見
抜
い
て
し
ま
い
ま

す
。そ
れ
に
将
来
的
に
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
大
成
す
る
の
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。入
試
を
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン
し
て
考
え
る
事
は
も
ち
ろ
ん

大
切
で
す
が
、時
に
は
冗
談
も
交
え
な
が
ら
、『
真
剣
に
遊
ぶ
』事
が
、困

難
な
道
を
切
り
開
い
て
い
く
に
は
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。

こ
う
し
た
個
人
指
導
の
も
と
東
京
藝
術
大
学
や
武
蔵
野
美
術
大

学
、多
摩
美
術
大
学
な
ど
の
難
関
大
学
に
対
し
て
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
合

格
者
を
出
し
続
け
、卒
業
後
に
活
躍
す
る
作
家
を
数
多
く
輩
出
す
る
こ

と
に
繋
がって
い
ま
す
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュラ
ム
は
入
試
内
容
の
変
化
や
、在
籍
す
る
生
徒
の
様
子
に

伴
い
、毎
年
改
良
さ
れ
て
い
き
ま
す
。今
、大
学
で
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
、今
の
受
験
生
に
と
って
必
要
な
要
素
は
な
ん
な
の
か
。そ
れ
ら
を

熟
慮
し
毎
年
少
し
ず
つ
、ま
た
年
に
よって
は
劇
的
に
変
化
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

図
書図

書
コ
ー
ナ
に
は
、古
今
東
西
の
７
０
０
冊
以
上
の
画
集
が
揃
って
い

ま
す
。言
葉
だ
け
の
指
導
で
は
十
分
に
伝
わ
ら
な
い
時
は
、参
考
と
な
る

作
品
を
紹
介
し
ま
す
。一人
ひ
と
り
の
個
性
に
合
わ
せ
た
、き
め
細
や
か

な
指
導
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

ク
ロ
ッ
キ
ー
会

毎
週
夜
間
に
ヌ
ー
ド
ク
ロッ
キ
ー 

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。絵
画
に

必
要
な
線
の
表
現
を
習
得
し
て
い
き
ま
す
。モ
デ
ル
は
女
性
ヌ
ー
ド
、男

性
ヌ
ー
ド
、黒
人
の
モ
デ
ル
、白
人
モ
デ
ル
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で

い
ま
す
。有
料
で
す
が
多
く
の
受
験
生
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

推
薦
型
入
試

推
薦
型
受
験
は
通
常
授
業
に
追
加
で
受
講
す
る
事
で
丹
念
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。留
学
生
試
験
に
も
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
り
方
や
面
接

の
練
習
ま
で
、志
望
校
に
合
わ
せ
て
丁
寧
に
見
て
い
き
ま
す
。

2023年度 芸大・美大合格実績

東京芸術大学

合格7名　現役3名

武蔵野美術大学

合格56名　現役25名

多摩美術大学

合格75名　現役32名

※
美
大
学
科
に
つ
い
て
は
Ｐ・6
美
大
学
科
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

9:30

16:30

月

土

昼
間
部  

高
卒
生

17:30

20:30

月

土

夜
間
部  

高
３
生
・
留
学
生

013 012

油
絵
科

油
絵
科



対
象
を
観
察
し

「
良
い
作
品
」
を
描
く

日
本
画
科
の
受
験
で
は
対
象
を
観
察
し
て
描
く

こ
と
が
根
底
に
あ
り
ま
す
。入
学
試
験
で
は
、自
身

の
判
断
で「
良
い
作
品
」を
制
作
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
こ
で
言
う「
良
い
作
品
」と
は
描
写
技
術
だ
け

で
な
く
、観
察
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
特
徴
や
魅
力

を
鑑
賞
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
の
こ
と
で

す
。そ
の
た
め
芸
大・美
大
で
出
題
さ
れ
る
試
験
内

容
が
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
要

素
は
お
お
よ
そ
等
し
く
、共
通
し
て
学
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
受
験
す
る

大
学
や
個
々
の
能
力
に
よ
って
そ
れ
ぞ
れ
身
に
つ
け
る

必
要
が
あ
る
技
術
に
多
少
の
差
異
は
あ
り
ま
す
が
、

日
本
画
科
で
は
そ
れ
ら
の
対
策
を
踏
ま
え
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
、年
間
を
通
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。少
人
数
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
生
徒一人一人
に
合
わ
せ
た
課
題
提

案
や
カ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
で
合
格
に
向
け
て
丁
寧
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

（
特
に
芸
大
系
で
は
デ
ッ
サ
ン
力・表
現
力
向
上
の

日
本
画
科

鉛筆素描

着彩写生

鉛筆素描

着彩写生

※
美
大
学
科
に
つ
い
て
は
Ｐ・6
美
大
学
科
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

9:30

16:30

月

土

昼
間
部  

高
卒
生

17:30

20:30

月

土

夜
間
部  

高
３
生
・
留
学
生

た
め
彫
刻
科
と
の
合
同
授
業
や一人一卓
で
の
着
彩

課
題
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
。ま
た
私
大
系
で
は
推

薦
対
策
、そ
の
他
私
立・国
公
立
大
学
も
希
望
に
よ

り
対
応
し
ま
す
。）

作
品
制
作
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、基
礎
力
を

基
盤
に
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
を
活
か
し
画
面
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
で
す
。最
も
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
わ
る

画
面
作
り
を
行
う
た
め
に
日
本
画
科
の
授
業
で
は

個
人
の
感
性
を
伸
ば
し
、見
え
方・見
せ
方
を
実
践

的
に
考
え
な
が
ら
構
成
力
と
表
現
力
の
両
方
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。と
り
わ
け
芸
大
系
課
題
で
は一人

一卓
課
題
や
講
師
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、試
験
に
近
い
状
況
で
技
術
を
磨
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。ま
た
私
大
系
課
題
で
は
各
々
の
志
望
校
の

傾
向
に
沿
っ
た
課
題
設
定
を
し
て
お
り
高
い
課
題
対

応
力
を
身
に
付
け
ら
れ
ま
す
。講
評
時
に
は
、細
か

な
ニュ
ア
ン
ス
や
視
覚
的
な
変
化
を
理
解
で
き
る
よ

う
、口
頭
指
導
だ
け
で
な
く
加
筆
に
よ
る
技
術
指
導

や
後
日
改
め
て
修
正
し
た
も
の
を
P
C
か
ら
配
布

す
る
な
ど
実
感
の
持
ち
や
す
い
指
導
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。基
礎
を
徹
底
し
て
確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と

で
、技
術
を
応
用
し
作
品
を
よ
り
良
く
豊
か
な
も
の

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

015 014

日
本
画
科

日
本
画
科



石膏デッサン／木炭

彫
刻
科

※
美
大
学
科
に
つ
い
て
は
Ｐ・6
美
大
学
科
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

9:30

16:30

月

土

昼
間
部  

高
卒
生

17:30

20:30

月

土

夜
間
部 

高
３
生
・
留
学
生

2023年度生徒作品

飛
び
級
制
度
で
基
礎
科
か
ら
藝
大
へ
！

　
高
校一、二
年
生
の
方
で
も
希
望
が
あ
れ
ば
夜
間
部
受
験
科
に
混
ざ
って
学
べ

ま
す
。い
ち
早
く
本
格
的
に
学
び
始
め
て
誰
よ
り
も
上
手
く
な
り
ま
し
ょ
う
！ 

丁
寧
に
指
導
し
て
い
く
の
で
初
心
者
の
方
で
も
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。こ
の一年

で
学
ん
で
欲
し
い
事
を
制
作
を
通
し
て一つ一つ
確
認
し
て
い
き
ま
す
。受
験
で
の

目
標
や
方
向
性
を
定
め
、安
心
し
て
新
年
度
を
迎
え
た
い
で
す
。

　
２
０
２
０
年
度
よ
り
毎
年
、飛
び
級
制
度
を
利
用
し
、早
く
か
ら
夜
間
部
受

験
科
で
学
ん
だ
学
生
が
東
京
芸
大
に
合
格
し
て
い
ま
す
！ 

現
役
合
格
を
目
指

し
て一緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

石膏デッサン／木炭　現役生

塑像／構成 塑像／友人像 2023東京藝術大学入試再現作品 2023東京藝術大学入試再現作品

あ
な
た
が
上
手
く

な
る
た
め
に
出
来
る
こ
と

全
て
や
り
ま
す
！

　
彫
刻
科
の
入
試
で
は
高
度
な
技
術
や
理
解
が
求
め
ら
れ

る
反
面
、受
験
を
ス
タ
ー
ト
す
る
時
点
で
は
全
員
が
初
心

者
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ一年
と

い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
結
果
を
出
す
た
め
に
は
私
達
講
師

が
実
技
制
作
を
的
確
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、常
に
正
し
い
方

向
に
導
い
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
と
思
って
い
ま
す
。

　
ｅｎａ
美
術
彫
刻
科
で
は
生
徒
と
時
間
を
か
け
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、そ
の
上
で
講
師
全
員
が
生
徒一人

一人
の
状
態（
現
在
の
実
力
、よ
り
効
果
的
な
指
導
方
針
、

入
試
ま
で
の
計
画
）を
相
談
、共
有
し
、実
際
の
制
作
の
場

で
は
よ
り
分
か
り
や
す
く
、具
体
的
な
指
導
を
密
に
行
な
っ

て
い
き
ま
す
。少
人
数
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
生
徒
へ
の
対

応
力
。そ
れ
こ
そ
がｅｎａ
美
術
彫
刻
科
の
最
大
の
特
徴
で

す
。

017 016

彫
刻
科

彫
刻
科



　

東
京
藝
術
大
学
デ
ザ
イ
ン
科
を
第一志
望
に
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
合
格
を
目
指
し
ま
す
。様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
通
常

課
題
に
加
え
、校
外
授
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。リ
サ
ー
チ

し
作
品
化
す
る
課
題
を
通
し
て
、作
者
の
視
点
と
観
る
側
と
の

共
感
を
軸
に
展
開
し
て
い
る
カ
リ
キ
ュラ
ム
と
指
導
で
す
。

何
を
、ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
の
か
？

対
話
と
行
為
で
伝
え
る
授
業

　
ｅｎａ
美
術
の
伝
統
的
な
絵
を
描
く
力
を
継
承
し
、時
代
に

即
し
た
問
題
を
考
え
な
が
ら
、受
験
生
個
人
の
視
点
、観
察
、

発
想
、表
現
を
主
体
的
に
磨
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
に
基
づ

い
た
指
導
が
基
本
で
す
。講
師
陣
は一人
ひ
と
り
と
真
摯
に
向

き
合
い
、多
視
点
、多
様
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
実
践
。対
話
と
行
為
で
伝
え
る
授
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。課
題
に
対
し
て
の
自
分
の
特
性
への
気
付
き
を
促
し
、

個
人
の
力
を
発
見
し
、主
体
的
に
手
を
動
か
し
、考
え
、表
現

し
て
い
く
姿
勢
を
最
大
限
伸
ば
せ
る
よ
う
、丁
寧
な
指
導
、面

談
を
行
な
って
い
ま
す
。

観
察
と
表
現
、発
想
と
視
点
を

育
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

例
年
、葛
西
臨
海
公
園
、新
宿
御
苑
、国
立
科
学
博
物
館
、

上
野
動
物
園
、日
本
未
来
科
学
博
物
館
な
ど
で
の
校
外
授
業

も
実
施
し
て
い
ま
す
。自
ら
描
く
も
の
を
現
場
で
リ
サ
ー
チ
し
、

自
己
の
特
性
を
考
え
な
が
ら
作
品
制
作
す
る
課
題
は
、大
学
受

験
で
の
答
え
方
と
大
学
に
入
って
か
ら
の
制
作
に
繋
が
る
デ
ザ

イ
ン
の
観
察
と
表
現
を
育
む
こ
と
に
つ
い
て
大
切
に
な
り
ま
す
。

通
常
ア
ト
リ
エ
課
題
で
は
、石
膏
、静
物
、構
成
、人
物
な
ど
様
々

な
モ
チ
ー
フ
を
描
く
デ
ッ
サ
ン
カ
リ
キュラ
ム
、技
法
、時
間（
ベ
ー

ス
速
作
り
、細
密
な
ど
）の
幅
を
持
っ
た
平
面
、立
体
カ
リ
キュラ

ム
、大
作
着
彩
、模
刻
、描
写
課
題
も
充
実
し
て
お
り
、ｅｎａ
美

術
内
に
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。芸
大
デ
ザ
イ
ン
科
の
学
生
講

師
の
デ
モ
ス
ト
と
と
も
に
制
作
し
、制
作
プ
ロ
セ
ス
を
体
感
す
る
課

題
や
、日
本
画
、工
芸
科
と
の
合
同
課
題
で
他
科
講
師
の
ア
ド
バ
イ

ス
と
生
徒
作
品
の
プ
ロ
セ
ス
と
方
向
性
の
違
い
と
共
通
す
る
と
こ

ろ
が
理
解
出
来
る
刺
激
の
あ
る
ス
ケ
ジュー
ル
構
成
と
な
り
ま
す
。

実
際
の
試
験
会
場
に
近
い

ア
ト
リ
エ
空
間

　
ｅｎａ
美
術
の
高
層
ビ
ル
で
の
高
い
階
で
の
日
差
し
と
集
中
灯

に
よ
る
実
際
の
試
験
会
場
に
近
い
光
の
下
で
、石
膏
デ
ッ
サ
ン
制

作
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。大
学
で
デ
ザ
イ
ン
と
向
き

合
って
い
る
現
役
の
様
々
な
専
攻
の
芸
大
生
の
講
師
と
芸
大
出

身
の
社
会
人
講
師
が
時
に
は
見
守
り
、手
も
入
れ
つつ
、必
要
な

ア
ド
バ
イ
ス
量
と
距
離
を
考
え
な
が
ら
接
し
て
い
ま
す
。講
師
全

員
が
作
品
記
録
を
共
有
し
、生
徒
個
別
対
応
に
反
映
さ
せ
な
が

ら
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
で
す
。指
導
の
過
程
で
の
具
体
個
別
な
ス

ケ
ッ
チ
や
説
明
図
な
ど
を
貼
り
た
め
て
い
る
の
で
、いつ
で
も
見
返

せ
ま
す
。デ
ザ
イ
ン
関
連
の
書
籍
、美
術
イ
ベン
ト
、w
e
b
情
報

な
ど
、を
随
時
案
内
し
て
い
ま
す
。

※
美
大
学
科
に
つ
い
て
は
Ｐ・6
美
大
学
科
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

9:30

16:30

月

土

昼
間
部  
高
卒
生

2023年度 芸大・美大合格実績

東京芸術大学

合格2名

デ
ザ
イ
ン
科

芸
大
コ
ー
ス

019 018

デ
ザ
イ
ン
科 

芸
大
コ
ー
ス

デ
ザ
イ
ン
科 

芸
大
コ
ー
ス



年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

月３年３２０２
習講期春

●
個
人
面
談

月４
期学１

●
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

●
第
１
回
学
科
校
内
模
試

●
個
人
面
談

●
第
２
回
学
科
校
内
模
試（
多
摩
美
術
大
系
）

●
武
蔵
野
美
術
大
形
式
学
科
試
験

●
多
摩
美
術
大
形
式
学
科
試
験

月５月６月７月８
習講期夏

●
プ
レ
夏
期

●
美
大
学
科
模
試

●
実
技
コ
ン
ク
ー
ル

月９
期学２

●
個
人
面
談

●
武
蔵
野
美
術
大
形
式
学
科
試
験

●
保
護
者
会

●
第
３
回
学
科
校
内
模
試（
多
摩
美
術
大
系
）

●
共
通
テ
ス
ト
模
試

●
武
蔵
野
美
術
大
公
開
コ
ン
ク
ー
ル

●
第
４
回
学
科
校
内
模
試（
武
蔵
野
美
術
大
系
）

●
多
摩
美
術
大
公
開
コ
ン
ク
ー
ル

●
多
摩
美
術
大
推
薦
講
座

月０１月１１月２１
習講期冬

●
プ
レ
冬
期

●
実
技
コ
ン
ク
ー
ル

●
多
摩
美
術
大
形
式
学
科
試
験

月１年４２０２
習講前直試入／期学３

●
個
人
面
談

●
併
願
校
対
策

月２月３

主な志望大学・志望学科

平面系
武蔵野美術大学 視覚伝達デザイン学科
多摩美術大学 グラフィックデザイン学科

立体系
武蔵野美術大学 工芸工業デザイン学科
武蔵野美術大学 基礎デザイン学科
多摩美術大学 プロダクトデザイン専攻
多摩美術大学 テキスタイルデザイン専攻
多摩美術大学 統合デザイン学科

空間系
武蔵野美術大学 空間演出デザイン学科
多摩美術大学 環境デザイン学科

情報系
武蔵野美術大学 デザイン情報学科
多摩美術大学 情報デザイン学科

私立美大専門の講師が実
技の指導を担当します。一
般入試の対策の他に推薦
入試や帰国生試験などに
も個別で対応します。週3
回の学科の授業と週1回の
チューター授業を併設して
おり、実技と学科の総合的
な実力を身につけることで
合格へと導きます。

2023年度 芸大・美大合格実績

武蔵野美術大学

183名 現役138名

多摩美術大学

221名 現 役165 名

デ
ザ
イ
ン
科

私
立
美
大
コ
ー
ス

※
美
大
学
科
に
つ
い
て
は
Ｐ・6
美
大
学
科
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

9:30

16:30

月

土

昼
間
部  

高
卒
生

ひ
と
り
ひ
と
り
の
、

成
長
と
合
格
の
た
め
に
。

志
望
校
の
倍
率
、
推
薦
入
試
の
対
策
、

実
技
の
経
験
値
や
学
力
の
弱
点
克
服
、

合
格
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、

ひ
と
り
ひ
と
り
異
な
り
ま
す
。

受
験
生
が
胸
に
抱
い
て
い
る
想
い
を
、

よ
く
聞
く
こ
と
、
よ
く
知
る
こ
と
を

大
切
に
し
な
が
ら
指
導
を
し
た
い
。

そ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
個
別
面
談
の
他
に
、

自
己
分
析
シ
ー
ト
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

受
験
生
が
求
め
て
い
る
こ
と
は
、
何
か
。

そ
の
こ
と
を
講
師
が
具
体
的
に
把
握
し
、

個
々
に
対
応
し
た
的
確
な
指
導
を
実
現
し
ま
す
。

分
析
と
再
試
行
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
で
、

思
考
力
と
表
現
力
の
向
上
に
繋
げ
ま
す
。

ま
た
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
す
受
験
生
の
た
め
に
、

「
書
く
・
話
す
・
描
く
」

こ
れ
ら
の
行
為
に
よ
っ
て
、

自
分
の
考
え
を
伝
え
る
た
め
の
表
現
力
を

身
に
つ
け
て
い
く
授
業
を
展
開
し
ま
す
。

こ
う
し
た
日
々
の
積
み
重
ね
の
な
か
で
、

成
長
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

受
験
生
と
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

す
べ
て
は
合
格
を
掴
み
と
る
た
め
に
。

021 020

デ
ザ
イ
ン
科 

私
立
美
大
コ
ー
ス

デ
ザ
イ
ン
科 

私
立
美
大
コ
ー
ス



　
独
自
な
観
点
や
表
現
の
追
求
と
と
も
に
、

自
分
の
実
力
を
見
つ
め
直
し
弱
点
克
服
す
る

こ
と
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。様
々
な
課
題
の
中

か
ら
自
分
の
目
指
す
表
現
を
模
索
し
て
い
き

ま
す
。受
験
の
基
礎
と
な
る
観
察
力
の
強
化

を
中
心
に
、思
考
の
独
自
性
や
柔
軟
性
を
求

め
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て
、描
画
材

や
道
具
の
基
本
的
な
扱
い
方
か
ら
高
度
な

技
術
ま
で
を
各
々
の
レ
ベ
ル
に
あ
わ
せ
て
指

導
し
て
い
き
ま
す
。

工
芸
科

※
美
大
学
科
に
つ
い
て
は
Ｐ・6
美
大
学
科
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

9:30

16:30

月

土

昼
間
部  
高
卒
生

2023年度 合格実績

東京芸術大学

合格2名

生徒に合わせたカリキュラムと共に国公立私立
美大の工芸系にも、藝大対策で培ったデッサ
ン力をベースに柔軟な対応力を身につけること
で、生徒自身の実力を高めていきます。一人ひと
りに寄り添う指導と、デッサン力と観察力を磨
き上げる信頼のカリキュラムです。

デ
ッ
サ
ン
力
と
観
察
力
を

し
っ
か
り
と
身
に
付
け
て
い
く

　
デ
ッ
サ
ン
力
を
し
っ
か
り
と
培
って
い
く
こ
と
が
東

京
藝
術
大
学
工
芸
科
に
合
格
す
る
た
め
の
底
力
と

な
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、観
察
力
を
養
う
こ
と
が

最
も
大
切
。ｅｎａ
美
術
の
工
芸
科
で
は
、１
年
間
か

け
て
、「
鉛
筆
写
生
」( 

石
膏
像
デ
ッ
サ
ン)

、「
平
面

表
現
」、水
粘
土
を
使
っ
た「
立
体
表
現
」の
３
つ
の

課
題
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。 

東
京
藝
術
大
学
工
芸

科
入
学
試
験
の一次
で
は「
鉛
筆
写
生
」基
礎
と
な

る
デ
ッ
サ
ン
力
が
試
さ
れ
ま
す
。 

二
次
試
験
の「
平

面
表
現
」で
色
彩
感
覚
や
構
成
力
、 「
立
体
表
現
」

で
は
豊
か
な
造
形
力
が
試
さ
れ
ま
す
。一
次
の
デ
ッ

サ
ン
で
は「
こ
の
石
膏
像
を
立
体
に
す
る
と
ど
う
な

る
か
」を
想
定
し
、面
を
観
て
角
度
を
つ
け
る
な
ど

し
て
描
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
は
皮
膚

や
布
の
質
感
ま
で
鉛
筆
で
描
き
切
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。「
平
面
表
現
」で
は
色
彩
感
覚
を
活
か

し
た
表
現
力
が
問
わ
れ
ま
す
。制
作
の
目
的
が
作

品
を
よ
り
リ
ア
ル
に
仕
上
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
た

め
、ど
の
課
題
に
も
他
科
以
上
に
観
察
力
が
必
要
と

さ
れ
る
の
で
す
。つ
ま
り
、３
つ
の
課
題
は
三
位一体

の
関
係
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。モ
チ
ー
フ
を
立
体
的

に
描
く「
平
面
表
現
」の
練
習
を
通
し
て「
立
体
表

現
」の
造
形
力
が
上
達
す
る
受
験
生
も
い
れ
ば「
立

体
表
現
」を
学
ん
で
い
る
う
ち
に
石
膏
デ
ッ
サ
ン
の

完
成
度
が
高
ま
る
受
験
生
も
い
ま
す
。 

観
察
力
を

養
い
な
が
ら
、地
道
に
デ
ッ
サ
ン
の
練
習
を
積
み
上

げ
て
い
く
こ
と
が
、合
格
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い

く
の
で
す
。

対
話
を
重
視
し
た
一
人
一
人
に

寄
り
添
う
指
導
で

デ
ッ
サ
ン
力
と
観
察
力
、

魅
力
を
磨
き
上
げ
、

合
格
を
勝
ち
取
る

023 022

工
芸
科

工
芸
科



「
現
役
合
格
へ
の
鍵
は
、

理
解
し
て
描
く
こ
と
」

効
率
よ
く
実
技
能
力
を
あ
げ
、東
京
芸
術
大

学
や
大
手
美
術
大
学
の
第一志
望
に
現
役
合
格

に
導
く
為
に
、デ
ザ
イ
ン
工
芸
科
夜
間
部
で
は
、一

年
を
通
し
て
よ
り
上
達
効
果
を
発
揮
出
来
る
順

序
で
出
来
た
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
に
な
っ
て
い
ま

す
。生
徒
に
課
題
意
図
を
伝
え
、今
回
は
何
を
学

ぶ
の
か
、何
が
重
要
な
の
か
を
し
っ
か
り
と
理
解

さ
せ
て
制
作
さ
せ
て
い
き
ま
す
。一つ一つ
順
序
立
て

て
理
解
し
て
い
く
こ
と
で
、よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
上
達

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。指
導
で
は
課
題
の
意
図

を
伝
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、生
徒
が
自
分
の
力

で
読
み
解
く
こ
と
も
必
要
に
な
り
ま
す
。そ
の
為

に
生
徒
に
は
課
題
と
の「
対
話
」を
す
る
こ
と
を

重
視
し
て
い
ま
す
。課
題
と
向
き
合
い
自
分
の
考

え
を
詰
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
し
て
、さ

ら
に
講
師
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。話
し
合
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、理

解
の
度
合
い
や
疑
問
点
を
納
得
し
制
作
し
て
い

く
こ
と
が
出
来
ま
す
。デ
ザ
イ
ン
工
芸
科
の
特
質

は
、し
っ
か
り
と
し
た
考
え
の
あ
る
作
品
作
り
で

す
。ｅｎａ
美
術
独
自
の
色
々
な「
対
話
」を
し
、理

解
し
て
制
作
す
る
こ
と
で
、現
役
合
格
を
勝
ち
取

る
為
の
最
良
の
ア
プ
ロ
ー
チ
法
と
な
る
の
で
す
。

デ
ザ
イ
ン

工
芸
科

夜
間
コ
ー
ス

※
美
大
学
科
に
つ
い
て
は
Ｐ・6
美
大
学
科
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

17:30

20:30

月

土

夜
間
部  

高
３
生・留
学
生

2023年度 芸大・美大合格実績

武蔵野美術大学

現役合格138 名

多摩美術大学

現役合格165 名

東
京
藝
大・美
大
紹
介

　

１
学
期
中
に
開
催
す
る
志
望
校
選
択
の

き
っ
か
け
に
な
る
イ
ベ
ン
ト
。現
役
の
東
京
藝

大
・
美
大
生
を
招
き
、大
学
の
授
業
内
容
や

学
生
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、詳
し
く
解
説
し

て
も
ら
い
ま
す
。

保
護
者
会（
１
・
２
学
期
）

　

年
に
２
回
、保
護
者
会
を
実
施
。学
生
個
々
の

学
習
進
度
の
ご
報
告
、受
験
校
選
択
、併
願
校
選

択
、受
験
作
戦
の
立
て
方
な
ど
様
々
な
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

個
人
面
接
に
よ
る
指
導

　
ｅｎａ
美
術
生
個
々
に
丁
寧
な
個
別
の
面
接
を

行
い
、作
品
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
受
験
指
導

を
実
施
。一人
ひ
と
り
の
問
題
点
を
解
決
し
、自

信
を
持
っ
て
入
試
本
番
に
臨
め
る
よ
う
リ
ー
ド

し
て
い
き
ま
す
。

入
試
ま
で
の
対
策
ク
ラ
ス

１
学
期
は
基
礎
力
強
化
期
間
。２
学
期
か
ら
は
志
望
校
別

の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、３
学
期
か
ら
は
昼
間
部
生（
高
卒
生
）

と
合
同
で
授
業
を
行
う
な
ど
、実
践
的
な
環
境
・
学
習
体
制

で
実
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

全
ク
ラ
ス
共
通
課
題

１学期

東
京
藝
大･

私
立
美
大

併
願
ク
ラ
ス

私
立
美
大
平
面
系
ク
ラ
ス

私
立
美
大
立
体
系
ク
ラ
ス

推
薦･

留
学
生
ク
ラ
ス

２学期
３学期（入試直前講座）

夏
期
講
習
会
を
経
た
こ
と
で
、専
攻
に
よ
って
課
題
に
移
行
し
て
い

き
ま
す
。で
す
が
、基
礎
の
確
認
演
習
課
題
も
並
行
し
て
や
って
い

き
ま
す
。推
薦
対
策
の
時
期
や
留
学
生
試
験
直
前
、入
試
直
前
講

座
で
は
、専
攻
別
に
出
題
に
合
わ
せ
た
課
題
を
やって
い
き
ま
す
。

描
く
こ
と
の
理
解
を
得
る
為
に
、共
通
の
課
題
を
通
し
基
礎
と
考

え
方
を
中
心
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、専
門
的
な
用
具
の

使
い
方
や
技
術
も
学
ん
で
い
き
ま
す
。

025 024

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
科

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
科



■感覚テスト 武蔵野美大映像学科 入試再現 3時間
問題：下記の言葉から想起する場所のイメージ、あるいは出来事のイメージを解答欄に絵と文章で表現しなさい。「くぐり抜ける」

■発想力 東京造形大学デザイン学科 映画・映像専攻入試再現 3時間
問題：「学びの窓」という言葉から、作品や提案のアイデアを考え、以下の問いに答えなさい。

■小論文  武蔵野美大映像学科 入試再現 2時間
問題：水の入ったペットボトルの観察からテーマを導き出して、自由に論じなさい。（600字以内）

■鉛筆デッサン 武蔵野美大映像学科 入試再現 3時間
問題：配付されたモチーフを自由に配置して描きなさい。

  

対
象
大
学・学
科    

武
蔵
野
美
術
大
学
映
像
学
科

東
京
造
形
大
学
映
画・映
像
専
攻
／
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
／
写
真
専
攻

日
本
大
学
芸
術
学
部
映
画
学
科
／
写
真
学
科

他
各
美
大
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
系
学
科
、専
攻
、コ
ー
ス

　

美
術
大
学
の
映
像
系
の
学
科
で
は
、実
写
映
像
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
、C
G
、写
真
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
て
、新
し
い
表
現
を
実

践
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
各
美
大
の
入
試

は
、方
式
や
傾
向
も
多
様
で
、な
お
か
つ
毎
年
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。

e
n
a
美
術
の
映
像
科
で
は
、各
入
試
に
向
け
て
技
術
と
発
想
を

基
礎
か
ら
学
び
、万
全
の
準
備
を
し
ま
す
。

　
一般
選
抜
対
策
で
は
、映
像
の
ア
イ
デ
ア
を
絵
と
文
章
で
伝
え
る

こ
と
を
軸
に
、感
覚
テ
ス
ト
、小
論
文
、鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
、発
想
力
な
ど

の
課
題
制
作
を
行
い
ま
す
。

　
総
合
型
選
抜
対
策
で
は
、武
蔵
野
美
大
ク
リ
エ
イ
シ
ョン
／
デ
ィ

レ
ク
シ
ョン
資
質
重
視
方
式
な
ど
の
受
験
を
念
頭
に
、映
像
作
品
制

作
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
作
成
、デ
ィ
ス
カ
シ
ョン
な
ど
の
対
策
を
行
い

ま
す
。

映
像
科

17:30

20:30
木

高
卒
生・高
３
生・留
学
生

17:30

20:30
金

9:30

16:300
日

2023年度 芸大・美大合格実績 

武蔵野美術大学

 41名　現役
 23名

 34名　現役
 25名

 15名　現役
 12名

東京造形大学

日大・東京工芸大など

感
覚
テ
ス
ト 

対
策

　
武
蔵
野
美
大
映
像
学
科
の

実
技「
感
覚
テ
ス
ト
」は
、映

像
の
ア
イ
デ
ア
を
絵
と
言
葉

で
伝
え
る
た
め
の
形
式
で
す
。

生
活
の
中
で
の
発
見
や
空
想

的
な
設
定
を
具
体
的
な
シ
ー

ン
と
し
て
表
現
す
る
た
め
に
、

描
写
や
文
章
表
現
を
学
び
ま

す
。

小
論
文・作
文 

対
策

　

武
蔵
野
美
大
、東
京
造
形

大
、日
大
芸
術
学
部
の
各
学

科・専
攻
で
は
、異
な
る
傾
向

の
小
論
文
が
出
題
さ
れ
ま

す
。授
業
で
は
文
章
構
成
の

基
礎
か
ら
学
び
、試
験
の
形
式

に
対
応
し
た
実
践
的
な
テ
ー

マ
で
書
き
ま
す
。独
自
の
視
点

や
考
察
を
活
か
し
た
文
章
表

現
を
目
指
し
ま
す
。

鉛
筆
デ
ッ
サ
ン 

対
策

　

武
蔵
野
美
大
、東
京
造
形

大
で
は
試
験
科
目
と
し
て
鉛

筆
デ
ッ
サ
ン
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
や
C
G
に
よ
る
表
現
を

志
す
上
で
も
、基
礎
的
な
描

写
力
は
大
切
で
す
。「
対
象
を

観
察
す
る
こ
と
」を
ベ
ー
ス
に

課
題
制
作
を
行
い
ま
す
。

総
合
型
選
抜 

対
策

　

総
合
型
選
抜
で
は
、映
像

に
対
す
る
理
解
や
発
想
の
柔

軟
さ
が
合
否
を
左
右
し
ま

す
。そ
の
た
め
既
存
の
作
品
の

鑑
賞
や
自
作
を
分
析
す
る
機

会
を
設
け
ま
す
。対
話
を
重

視
し
て
、志
望
校
に
応
じ
て
集

団
ま
た
は
個
別
で
対
策
を
行

い
ま
す
。

■東京造形大学デザイン学科 アニメーション専攻 総合型選抜（自己アピール入試）ポートフォリオ

授
業
モ
デ
ル

入
試
の
内
容
に
応
じ
て
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
般
選
抜
対
策　
テ
ー
マ

・
絵
や
言
葉
で
映
像
作
品
の
ア
イ
デ
イ
ア
を
伝
え
る
。

・
映
像
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
理
解
し
て
、言
語
化
す
る
。

総
合
型
選
抜
対
策　
テ
ー
マ

・
映
像
作
品
を
含
め
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
制
作
す
る
。

・
映
像
に
対
す
る
自
身
の
考
え
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

月３年４２０２
習講期春
【
共
通
】

●
映
像
メ
デ
ィ
ア
系 

学
科
・
専
攻 

入
試
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
映
像
メ
デ
ィ
ア
系 

実
技
基
礎（
描
写
課
題
・
文
章
課
題
）

●
映
像
作
品
鑑
賞
課
題（
鑑
賞
・プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）

●
映
像
制
作
実
習

月４
期学１

【
一
学
期
は
基
本
的
に
一
般
／
総
合
共
通
】

●
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
映
像
・
写
真
を
使
っ
た
自
己
紹
介
）

●
映
像
作
品
研
究（
鑑
賞
・デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

●
感
覚
テ
ス
ト・
発
想
力
を
想
定
し
た
課
題
基
礎

●
デ
ッ
サ
ン
基
礎

●
小
論
文
・
作
文
基
礎

●
映
像
制
作
実
習（
実
写
ま
た
は
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）

●
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
造
形
課
題（
人
物
ク
ロ
ッ
キ
ー
）

●
学
期
末
コ
ン
ク
ー
ル（
感
覚
テ
ス
ト・
小
論
文
・デ
ッ
サ
ン
）

月５月６月７月８
習講期夏
●【
一
般
】実
技
特
訓（
感
覚
テ
ス
ト・小
論
文・鉛
筆
デ
ッ
サ
ン・発
想
力
）

●【
一
般
】夏
期
コ
ン
ク
ー
ル（
感
覚
テ
ス
ト・
小
論
文
・
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
）

●【
総
合
】映
像
作
品
制
作
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
演
習
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

●【
総
合
】プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、面
接
対
策

月９
期学２
●【
一
般
／
感
覚
テ
ス
ト
】色
鉛
筆
、パ
ス
テ
ル
画
材
研
究

●【
一
般
／
小
論
文
】文
章
表
現
力
特
訓
課
題

●【
一
般
／
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
】描
写
力
特
訓
課
題

●【
総
合
】出
願
書
類
対
策
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
制
作

●【
共
通
】保
護
者
会

●【
共
通
】公
開
コ
ン
ク
ー
ル（
実
技
試
験+

学
科
試
験
）

●【
一
般
】応
用
的
な
課
題
制
作

●【
総
合
】構
想
力
テ
ス
ト
対
策（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン・デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
）

●【
共
通
】学
期
末
コ
ン
ク
ー
ル（
感
覚
テ
ス
ト・
小
論
文
・
鉛
筆
デ
ッ
サ

ン・
発
想
力
）

月０１月１１

【
冬
期
講
習
以
降
は
基
本
的
に
一
般
対
策
と
な
り
ま
す
】

月２１
習講期冬
●
実
技
特
訓（
感
覚
テ
ス
ト・
小
論
文
・
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン・
発
想
力
）

●
冬
期
コ
ン
ク
ー
ル（
感
覚
テ
ス
ト・
小
論
文
・
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
）

●
武
蔵
野
美
大
造
形
構
想
学
部
学
科
模
試

月１年５２０２
習講前直試入／期学３

●【
感
覚
テ
ス
ト
】模
擬
課
題

●【
小
論
文
】模
擬
課
題

●【
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
】模
擬
課
題

●【
発
想
力
】模
擬
課
題

● 

小
論
文
・
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
で
受
験
可
能
な
併
願
校
の
対
策
課
題

月２月３

027 026

映
像
科

映
像
科



東京藝術大学　建築科　合格再現作品

武蔵野美術大学　建築科　合格者作品

武蔵野美術大学　建築科　合格者作品

武蔵野美術大学　建築科　合格者作品

武蔵野美術大学　建築科　合格者作品

多摩美術大学　環境デザイン学科　合格者作品

多摩美術大学　環境デザイン学科　合格者作品

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

月３年４２０２

春
期
講
習
会

月４
期学１

●
個
人
面
談

●
校
外
授
業

●
プ
レ
ゼ
ン
課
題

●
個
人
面
談

月５月６月７月８
習講期夏

●
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
課
題

　
（
立
体
制
作
・
建
築
写
生
な
ど
）

月９
期学２

●
推
薦
受
験
対
策

●
発
展
課
題

前
期
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
建
築

的
思
考
の
訓
練
を
し
よ
う

●
学
期
末
コ
ン
ク
ー
ル

月０１月１１月２１

冬
期
講
習
会

月１年５２０２
習講前直試入／期学３

●
表
現
課
題

●
志
望
大
学
別
課
題

●
コ
ン
ク
ー
ル

月２月３

身近な「好き」を見つけ
分析・表現してみよう

自分の得意な表現
方法を知ろう

『
個
』
と
の
対
話
、

自
分
だ
け
の
空
間
創
造
へ

　

建
築
科
受
験
に
お
い
て
最
も
必
要
と
さ
れ
る
能
力
と

は
何
か
―
。 

絵
を
上
手
に
描
け
る
こ
と
、図
法
を
正
し
く
理

解
し
て
い
る
こ
と
、立
体
を
綺
麗
に
作
れ
る
こ
と
。こ
れ
ら
は

表
現
の
た
め
の一つ
の
手
段
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。ま
ず
は
、自

身
の「
好
き
」を
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。人
は
空
間
の
中
で

生
き
て
い
ま
す
。普
段
な
ん
と
な
く
生
活
し
て
い
る
時
、こ
の

場
所
は
居
心
地
が
良
い
、こ
の
場
所
は
長
く
居
た
く
な
る
、

そ
ん
な
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
普
段
行
か
な
い
場
所
に

行
っ
た
時
、非
日
常
的
な
ス
ケ
ー
ル
に
驚
い
た
り
、光
の
美
し

さ
に
感
動
し
た
り
、そ
ん
な
体
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

自

身
の
経
験
や
感
覚
を
見
つ
め
、そ
の
感
覚
が
ど
こ
か
ら
や
って

く
る
の
か
を
分
析
し
、絵
と
言
葉
で
伝
え
て
み
る
こ
と
。そ
れ

建
築
科

※
美
大
学
科
に
つ
い
て
は
Ｐ・6
美
大
学
科
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

17:30

20:30
土 高
卒
生・高
３
生・留
学
生

9:30

16:30
日

が
建
築
科
入
試
の
第一歩
で
す
。

　
東
京
藝
術
大
学
建
築
科
の
入
試
は
、単
純
な
技
術
の
高
さ

の
順
位
で
受
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。入
試
会
場
は
ア

ピ
ー
ル
の
場
。絵
と
造
形
と
文
を
組
み
合
わ
せ
、自
分
の
創
造

し
た
空
間
と
思
考
を
、「
面
白
い
！
」と
思
わ
せ
た
も
の
勝
ち

の
世
界
で
す
。技
術
は
そ
れ
を
伝
え
る
協
力
な
武
器
に
な
り

ま
す
。

　
早
稲
田
大
学
創
造
理
工
学
部
や
武
蔵
野
美
術
大
学
建
築

学
科
、多
摩
美
術
大
学
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
な
ど
、実
技
を

必
須
と
す
る
多
く
の
建
築
系
学
科
の
推
薦
入
試
で
も
同
じ
こ

と
が
言
え
る
で
し
ょ
う
。ｅｎａ
美
術
建
築
科
で
は
推
薦
合
格

者
数
も
毎
年
安
定
し
た
人
数
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。推
薦

入
試
で
は
特
に
、自
身
の
個
性
を
見
つ
め
分
析
し
、そ
れ
を
魅

力
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
って
い
く
の
で
す
。

　

入
学
し
た
ば
か
り
のｅｎａ
美
術

生
は
、建
築
の
知
識
や
思
考
の
経
験

が
無
く
て
当
然
で
す
。ｅｎａ
美
術
建

築
科
で
は
、建
築
デ
ッ
サ
ン
を
基
礎
か

ら
丁
寧
に
学
ぶ
と
同
時
に
、一人
ひ
と

り
と
の
面
接
や
作
品
を
通
し
た
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
、『
建
築
的
思

考
』の
き
っ
か
け
を
探
っ
て
い
く
と
こ

ろ
か
ら
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。ど

ん
な
場
所
が
好
き
な
の
か
、な
ぜ
好

き
と
感
じ
る
の
か
、そ
の
感
覚
を
生

み
出
し
て
い
る
空
間
的
要
素
と
は
何

か
。そ
し
て
、そ
れ
は
ど
う
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
し
た
ら
魅
力
的
に
伝
わ

る
の
か
―
―
。独
自
課
題
に
よ
っ
て
、

一つ
ひ
と
つ
対
話
に
よ
る“
気
づ
き
”

の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
み
な
が
ら
、自
身
の

「
好
き
」と
思
考
を
深
め
て
い
き
ま

す
。

　
そ
の
後
、講
師
陣
に
よ
る
膨
大
な
過
去
問
分
析
デ
ー
タ
を

利
用
し
な
が
ら
、様
々
な
視
点
か
ら
課
題
を
制
作
し
、ど
ん
な

問
題
に
も一人
ひ
と
り
の
個
性
で
対
応
で
き
る
よ
う
、創
造
力

と
表
現
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。基
礎
技
術
の
徹
底
と
講
師

やｅｎａ
美
術
生
同
士
の
対
話
に
よ
る
思
考
の
発
展
。そ
れ
は

そ
の
先
に
あ
る
創
造
と
表
現
を
、よ
り
楽
し
く
自
由
な
も
の

に
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
自
分
自
身
の「
好
き
」と
対
話
を
し
て
み
る
こ
と
。こ

れ
だ
け
で
日
常
の
空
間
の
見
え
方
が
大
き
く
変
わって
い
き
ま

す
。そ
れ
は
入
試
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
将
来
、建
築
に
携
わって

い
く
上
で
全
て
の
創
造
の
根
幹
に
な
る
行
為
と
言
え
ま
す
。自

分
の「
好
き
」を
自
分
の「
創
造
」へ
と
変
え
て
い
く
―
―
。そ

の
第一歩
を
、私
た
ち
講
師
と一緒
に
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

2023年度 芸大・美大合格実績

東京芸術大学

合格2名 現役2名

武蔵野美術大学

合格9名 現役6名

029 028

建
築
科

建
築
科



合格者素描再現

合格者総合実技再現

合格者個人資料ファイル再現

合格者総合実技再現

合格者素描再現

表
現
と
よ
ば
れ
る
営
み
を

思
考
し
、実
践
す
る

　

先
端
芸
術
表
現
科
は
、東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
に

1
9
9
9
年
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
の
美
術
大
学
で

は
、扱
う
メ
デ
ィ
ア
や
技
法
に
よ
って
科
の
編
成
が
行
わ
れ
て
い

た
の
に
対
し
、先
端
芸
術
表
現
科
で
は
メ
デ
ィ
ア
や
技
法
は
決

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。入
学
後
に
は
、写
真
、工
作
、プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
、ド
ロ
ー
イ
ン
グ
、映
像
、音
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、

多
く
の
メ
デ
ィ
ア
や
技
法
を
学
び
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
狭
義
の
美
術
に
留
ま
ら
な
い
無
数
の
あ
り
よ
う

を
、表
現
と
し
て
捉
え
、実
践
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。そ
の
た

め
に
重
要
な
こ
と
は
、自
ら
の
興
味
と
関
心
を
見
つ
め
直
し
、

そ
こ
に
表
現
の
可
能
性
を
見
出
し
、練
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で

す
。制
作
す
る
こ
と
と
そ
の
言
語
化
を
通
し
て
、他
者
と
と
も

に
表
現
を
学
ぶ
こ
と
の
可
能
性
の
端
緒
を
捉
え
る
た
め
の
場

所
に
な
る
こ
と
を
、ｅｎａ
美
術
で
は
目
指
し
て
い
ま
す
。

一次
試
験
対
策（
素
描・小
論
文
）

先
端
芸
術
表
現
科
の一次
試
験
対
策
で
は
、素
描
に
お
い
て
は
対
象
を

しっ
か
り
観
察
し
、紙
に
鉛
筆
を
用
い
て
描
く
こ
と
、小
論
文
に
お
い
て

は
課
題
文
を
正
確
に
読
解
し
、問
い
に
対
し
て
応
答
す
る
と
い
う
基
礎

的
な
積
み
重
ね
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ｅｎａ
美
術
に
お
い
て
は
、素
描
小
論

文
と
も
に
、い
か
な
る
試
験
課
題
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
、受
講
者
の

進
度
を
常
に
確
認
し
な
が
ら
、カ
リ
キュラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。

課
題
演
習・ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

制
作
や
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
受
講
生
に
見
つ
け
て
も
ら
う

た
め
に
、夏
ま
で
は
多
く
の
課
題
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
って
い
き
ま

す
。例
え
ば
、身
体
や
写
真
、映
像
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
特
化
し
た
課

題
を
行
な
い
、メ
デ
ィ
ア
か
ら
自
ら
の
制
作
を
考
え
直
す
課
題
を
行
い

な
が
ら
、受
講
生
の
制
作
の
端
緒
と
し
て
も
ら
い
ま
す
。

総
合
実
技
対
策

総
合
実
技
試
験
で
は
、与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
コ
ン

セ
プ
ト
を
た
て
る
の
か
、使
用
で
き
る
素
材
を
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
用

い
る
の
か
、制
作
し
た
も
の
を
ど
の
よ
う
に
文
章
で
説
明
し
、プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
か
の
３
点
が
重
要
で
す
。各
受
講
生
が
自
ら
の
制
作

や
活
動
で
日
常
的
に
考
え
て
い
る
こ
と
を
、課
題
に
応
じ
て
５
時
間
半

と
い
う
時
間
内
で
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
せ
る
の
か
、と
い
う
こ
と
を
目

指
し
た
対
策
を
行
って
い
ま
す
。

講
評
会・個
人
資
料
フ
ァ
イ
ル
制
作

先
端
の
入
試
の
大
き
な
特
徴
は
、自
分
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
A
4

版
フ
ァ
イ
ル
20
ペ
ー
ジ
以
内
に
ま
と
め
て
提
出
す
る
、「
個
人
資
料
フ
ァ

イ
ル
」が
課
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。自
ら
の
興
味
関
心
に
基
づ
い
て

制
作
し
、講
評
会
を
通
し
て
そ
れ
を
批
評
し
検
討
す
る
こ
と
を
繰
り

返
し
て
い
く
こ
と
で
、自
ら
の
表
現
の
基
底
に
あ
る
も
の
を
み
い
だ
し
、

言
語
化
し
、フ
ァ
イ
ル
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

先
端
芸
術
表
現

先
端
芸
術
表
現
科科

※
美
大
学
科
に
つ
い
て
は
Ｐ・6
美
大
学
科
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
日
曜
の
み
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

14:00

20:30
土 高

卒
生・高
３
生・留
学
生

9:30

16:30
日

2023年度 芸大・美大合格実績

東京芸術大学

合格5名 現役2名

031 030

先
端
芸
術
表
現
科

先
端
芸
術
表
現
科



〈
対
象
〉

東
京
芸
術
大
学
、国
公
立
大
学
、私
立
美
術
大
学
の
芸

術
学
科
入
学
を
目
標
と
す
る
受
験
生

学
科
試
験
が
合
否
に

大
き
く
影
響
す
る
の
は

東
京
藝
大
芸
術
学
科
を
は
じ
め
と
す
る
国
公
立
大
学
系
列

ま
た

多
摩
美
大
芸
術
学
科
な
ど
私
立
美
大
に
多
く
設
置
さ
れ

て
い
る
芸
術
学
関
連
の
学
科
で
す

そ
こ
で
は
通
例
の
学
科
試
験
の
成
績
に
加
え
て

小
論
文（
作
文
）が

試
験
科
目
に
多
く
選
定
さ
れ
て
い
ま
す

英
語
も
歴
史
も
国
語
も
高
等
学
校
の
授
業
科
目
で

そ
の
勉
強
の
手
段
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

芸大クラス
小論文 英語

通信添削内容 通信添削内容

１
学
期（
１６
回
）

4 月

5 月

小論文入門レベル
原稿用紙の使い方から段落
設定、結論の導き方まで

英語長文入門レベル
英文100字程度の和訳から
スタート

6 月

7 月

小論文初級レベル
何をどう書けば点数に結び 
つくのか、「書き方」の開発と
確定

英語長文初級レベル
英文は200字程度に。
文法的な知識も増やして

２
学
期（
１６
回
）

9 月

10 月

小論文応用レベル
「自分の考え」を結論として主
張出来る文章を

英語長文応用レベル
問題字数400字程度に拡張
し、それでも要点を外さない

11 月

12 月

小論文実践レベル
過去の入試問題やその類題
から

英語長文実践レベル
決められた時間の中で「日本
語らしい日本語」に訳出する
訓練を

３
学
期（
6
回
）

1 月

2 月

小論文予想問題
目前の入学試験を意識して、
実践的な解答作成を

英語長文予想問題
目前の入学試験を意識

私大クラス
小論文

通信添削内容

１
学
期（
１６
回
）

4 月

5 月

小論文入門レベル
原稿用紙の使い方から段落
設定、結論の導き方まで

6 月

7 月

小論文初級レベル
何をどう書けば点数に結び 
つくのか、「書き方」の開発と
確定

２
学
期（
１６
回
）

9 月

10 月

小論文応用レベル
「自分の考え」を結論として主
張出来る文章を

11 月

12 月

小論文実践レベル
過去の入試問題やその類題
から

３
学
期（
3
回
）

1 月

2 月

小論文予想問題
目前の入学試験を意識して、
実践的な解答作成を

通
信
教
育
コ
ー
ス
の
ご
説
明

こ
の
コ
ー
ス
の
授
業
は
、
学
校
や
予
備
校
に
通
学
し
、

先
生
の
話
を
聞
い
て
黒
板
を
写
し
取
る
の
と
は
違
っ
て
、

ま
ず
ご
自
分
で
問
題
に
答
え
、
そ
の
答
え
に
対
し
て
添

削
指
導
が
加
え
ら
れ
る
形
式
で
進
め
ら
れ
ま
す
。
で
す

か
ら
、
勉
強
は
あ
な
た
が
ま
ず
問
題
に
解
答
す
る
こ
と
、

自
分
で
答
え
を
書
く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
あ
な
た

の
取
り
組
み
が
な
い
と
、
勉
強
は
先
に
進
み
ま
せ
ん
。

問
題
は
週
に
１
回
、
お
よ
そ
指
定
さ
れ
た
曜
日
に
あ
な

年間カリキュラム

※
美
大
学
科
に
つ
い
て
は
Ｐ・9
美
大
学
科
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

通
信
添
削

（
小
論
文・英
語
長
文
課
題
）

週
1
回

高
卒
生・高
3
生

9:30

12:30

月
1
回

ス
ク
ー
リ
ン
グ日

ま
た
成
果
の
測
定（
ど
れ
だ
け
で
き
る
よ
う
に
なった
か
）に
も

た
く
さ
ん
の
模
擬
試
験
が
役
立
ち
ま
す

し
か
し「
小
論
文
」は・・・

　
○ 

授
業
科
目
に
な
い

　
○ 

練
習
を
し
た
こ
と
が
な
い

　
○ 

練
習
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い

　
○ 

練
習
し
て
も
そ
れ
で
よ
い
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

受
験
勉
強
の
中
で
も
手
の
付
け
に
く
い
分
野

の一つ
で
す

日
本
語
な
ら
な
ん
と
か
な
る

公
式
も
暗
記
も
な
い
の
だ
か
ら・・・

と
い
う
気
持
ち
で
小
論
文
を
書
こ
う
と
す
る
と

得
点
に
な
り
ま
せ
ん

そ
こ
で
本
学
院
芸
術
学
科
の

「
通
信
制
の
小
論
文
コ
ー
ス
」で
す

　
◎ 

こ
こ
で
は
毎
週一回
の
問
題
発
送

　
◎ 

毎
週一回
の
解
答
返
送

　
◎ 

毎
週一回
の
添
削
再
発
送

こ
れ
を
何
十
回
も
繰
り
返
し
て

必
ず
得
点
に
な
る
文
章
の
書
き
方
を

身
に
つ
け
ま
す

学
科
試
験
対
策
に「
通
信
教
育
」を

受
験
勉
強
の
基
本
は
、自
分
で
ま
な
ぶ
こ
と
、で
す
。

最
大
の
成
果
を
バッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
、

ｅｎａ
美
術
で
は
特
に
学
科
試
験
の
成
績
が
合
否
を
左
右

す
る
芸
術
学
科
に

こ
の
通
信
教
育
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

教
室
に
座
って
先
生
の
話
を
聞
く
、そ
し
て
ノ
ー
ト
を

と
る
と
いっ
た
勉
強
と
は
違
い
、

こ
の
通
信
教
育
で
は
、郵
送
さ
れ
た
問
題
に

自
分一人
で
取
り
組
み

返
信
し
た
自
分
の
解
答
に
記
入
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
を

理
解
し
、

そ
し
て
ま
た
次
の
問
題
に
取
り
組
む
、と
い
う

「
自
習
」形
式
で

勉
強
を
進
め
ま
す
。

こ
の
方
法
を
採
用
す
る
に
あ
た
り
、特
に

「
小
論
文
」と「
長
文
英
語
日
本
語
訳
」の
勉
強

が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、ど
ち
ら
の
科
目
も

自
分
で
答
え
を
書
く
こ
と
が
最
高
、

ま
た
唯一の
方
法
だ
か
ら
で
す
。

と
は
いって
も
、自
分
の
勉
強
が
正
し
い
の
か
効
率
が

良
い
の
か
は
、

な
か
な
か
判
断
で
き
な
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
本
学
院
の
芸
術
学
科
は
こ
の
通
信
制
に
加
え
て
、

月
に
一
回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

も
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

添
削
の
文
字
で
は
指
導
し
き
れ
な
い
解
答
作
成
の
ノ
ウハウ
、

解
答
文
章
に
付
加
す
る
微
妙
な
ニュア
ン
ス
の
作
り
方
、

こ
れ
ら
を
個
人
指
導
の
形
で
お
伝
え
す
る
の
が

ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
す
。

（
ま
た
指
定
さ
れ
た
科
目
以
外
の
受
験
科
目
の
勉
強
に

つ
い
て
も
こ
こ
で
お
話
を
し
ま
す
）

毎
週
一
回
の
通
信
問
題
と
添
削
さ
れ
た
ご
自
分
の

解
答
作
成

さ
ら
に
毎
月一回
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

こ
の
ふ
た
つ
で

理
想
の
　
受
験
勉
強
を
！

た
の
ご
自
宅
に
郵
送
さ
れ
ま
す
（
郵
便
事
情
や
祝
日
と

の
重
な
り
で
、
曜
日
が
ず
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
こ
と

を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
）。
一学
期
と
二
学
期
の
発
送

問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
16
回
、
三
学
期
は
３
回
コ
ー
ス
と
６

回
コ
ー
ス
に
分
か
れ
ま
す
。
ま
た
、
芸
大
ク
ラ
ス
を
希

望
さ
れ
る
方
に
は
「
小
論
文
＋
英
語
」
の
２
課
題
を
、

私
大
ク
ラ
ス
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
「
小
論
文
」
の
１

課
題
を
お
送
り
し
ま
す
。
解
答
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

（
な
お
、
歴
史
論
述
対
策
な
ど
は
別
途
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

芸
術
学

芸
術
学
科科

033 032

芸
術
学
科

芸
術
学
科



合格者作品　素描　日大芸術学部／デザイン科総合型選抜

合格者作品　油絵　東京造形大学／絵画科総合型選抜合格者作品　静物デッサン　桑沢デザイン研究所／自己推薦（AO型）

合格者作品　色彩構成　桑沢デザイン研究所／自己推薦（AO型）

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

月３年４２０２

春
期
講
習
会

月４
期学１

●
基
礎
共
通
課
題

●
個
人
面
談（
大
学
相
談
）

●
推
薦
入
試
に
向
け
て
の
対
策

　
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、志
望
理
由
書
相
談
）

月５月６月７月８

夏
期
講
習
会

月９
期学２

●
志
望
大
学
別
課
題

●
推
薦
・
留
学
生

　

志
望
理
由
書
添
削
、

　

面
接
練
習

●
保
護
者
会

月０１月１１月２１

冬
期
講
習
会

月１年５２０２
習講前直試入／期学３

●
志
望
大
学
別
課
題

月２月３

多
様
な
進
学
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
い
、

少
な
い
制
作
時
間
で
合
格
を
勝
ち
取
る
！

土
日
受
験
科
は
３
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
志
望
大
学
や
、環
境
に
合
わ
せ
て
コ
ー
ス
を
選
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。

土
日
受
験
科

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
ク
ラ
ス 

／ 

油
絵
ク
ラ
ス

※
美
大
学
科
に
つ
い
て
は
Ｐ・6
美
大
学
科
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 9:30

16:30
日

17:30

20:30
土

高
卒
生・高
３
生・留
学
生

現
役
生
か
ら
、社
会
人
、大
学
生
、遠
方
の
高
校
生
ま
で
、

平
日
通
え
な
い
人
た
ち
の
た
め
の
コ
ー
ス
で
す
。東
京
藝
術
大

学
に
も
合
格
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。途
中
入
学
で
あ
って
も

必
ず
基
本
を
教
え
る
な
ど
、基
礎
を
大
切
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
特
徴
の一つ
で
す
。特
に
１
学
期
前
半
は
課
題
の一つ
ひ
と
つ
に

テ
ー
マ
を
設
け
て
き
め
細
か
く
指
導
。面
接
を
通
し
て
志
望
大

学
、学
科
の
方
向
づ
け
を
行
って
い
ま
す
。

一般入試対策

推
薦
入
試
を
実
施
す
る
大
学
が
増
え
て
き
ま
し
た
。小
論

文
や
面
接
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
提
出

な
ど
、選
抜
方
法
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。土
日
受
験
科
で

は
、長
年
の
実
績
か
ら
過
去
の
合
格
者
の
資
料
を
多
く
揃
え
、

推
薦
入
試
に
対
応
。個
別
に
相
談
し
な
が
ら
練
習
や
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
、多
摩
美
術
大
学
や
武
蔵
野
美
術
大
学
、東
京
造

形
大
学
な
ど
に
学
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

推薦入試対策

近
年
増
加
し
て
い
る
海
外
か
ら
の
留
学
志
望
者
の
た
め
の

コ
ー
ス
。武
蔵
野
美
術
大
学
や
多
摩
美
術
大
学
な
ど
への
合
格

を
勝
ち
取
る
指
導
を
丁
寧
に
行
って
い
ま
す
。実
技
の
他
、面
接

練
習
、小
論
文
対
策
も
徹
底
。大
学
３
年
次
編
入
試
験
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。日
本
語
の
勉
強
と
実
技
の
勉
強
を
同
時
に

行
う
の
は
大
変
で
す
が
、ｅｎａ
美
術
は
留
学
生一人
ひ
と
り
の

受
験
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
、合
格
へ
と
導
き
ま
す
。

留学生対策

筑波大学
東京学芸大学
東京藝術大学
多摩美術大学
武蔵野美術大学
女子美術大学

受験対象となる大学、専門学校

東京造形大学
日本大学芸術学部
京都市立芸術大学
桑沢デザイン研究所

など多様な学校に対応します。

土
日
受
験
科
と
は

他
の
科
に
比
べて
実
技
時
間
が
少
な
い
の
で
、私
た
ち
講

師
は
常
に
、「
限
ら
れ
た
時
間
で
何
が
で
き
る
か
」を
意
識

し
て
指
導
に
当
た
って
い
ま
す
。生
徒一人
ひ
と
り
の
志
望

校
は
異
な
る
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
や
目
標
を
対
話
に

よ
り
聞
き
出
し
た
う
え
で
、個
別
の
指
導
プ
ラ
ン
を
用
意

し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。土
日
受
験
科
で
は
、デ
ッ
サ
ン
の

基
礎
を
学
ぶ
た
め
に
夏
期
講
習
前
ま
で
は
ど
の
コ
ー
ス
の

生
徒
も
共
通
の
カ
リ
キ
ュラ
ム
に
し
て
い
ま
す
。

志
望
す
る
大
学
に
よ
って
出
さ
れ
る
試
験
課
題
は
違
い
ま

す
が
、ど
の
課
題
で
も
デ
ッ
サ
ン
の
基
礎
が
な
い
と
良
い

作
品
は
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

初
心
者
の
生
徒
は
ま
ず
は
鉛
筆
の
持
ち
方
、削
り
方
か

ら
始
ま
り
、経
験
者
の
生
徒
に
は
基
本
的
な
デ
ッ
サ
ン
で

求
め
ら
れ
る
立
体
感
の
出
し
方
、形
の
取
り
方
、楕
円
、

パ
ー
ス
と
は
？
等
を
意
識
さ
せ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
き

ま
す
。そ
し
て
し
っ
か
り
と
基
礎
を
学
ん
だ
上
で
、大
学

別
の
カ
リ
キ
ュラ
ム
に
応
用
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ｅｎａ
美
術
に
は
、先
輩
た
ち
の
作
品
デ
ー
タ
も
大
量
に
蓄

積
さ
れ
て
お
り
、参
考
と
し
て
い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ま
た
、ｅｎａ
美
術
５
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
充
実
し
て
い
ま
す
。限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
よ
り
効
果
的
な
受
験
対
策
が
で
き
る
の
も
、土

日
受
験
科
の
魅
力
で
す
。

こ
こ
数
年
、特
に
生
徒
数
が
増
え
て
い
る
の
が
留
学
生
試

験
コ
ー
ス
で
す
。日
本
人
の
生
徒
と
外
国
籍
、あ
る
い
は

帰
国
子
女
な
ど
が
楽
し
く
集
う
学
び
舎
か
ら
は
、こ
れ
ま

で
に
な
い
多
種
多
様
な
異
文
化
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

生
ま
れ
、藝
大・美
大
進
学
を
共
に
め
ざ
す
新
た
な
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
って
い
ま
す
。国
籍
や
言
葉
の
壁
を
乗

り
越
え
た
仲
間
同
士
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
未
来
を
、私
た
ち

は
全
力
で
応
援
し
て
い
ま
す
。

035 034

土
日
受
験
科

土
日
受
験
科



「
伝
統
と
実
績
で
、
日
本
の
美
術
大
学
進
学
を

目
指
す
留
学
生
を
、
サ
ポ
ー
ト
」

　
ｅｎａ
美
術
は
留
学
生
の
美
大
受
験
に
つ
い
て
も
、高
い
実
績
を
出
し
て
き
ま
し
た
。本
学
院
留

学
生
コ
ー
ス
の
特
徴
は
、日
本
人
講
師
に
よ
る
高
い
専
門
性
に
あ
り
ま
す
。上
位
美
術
大
学
出
身

の
専
門
講
師
が
、一人
ひ
と
り
の
個
性
を
活
か
し
な
が
ら
志
望
大
学
合
格
へ
と
導
い
て
い
ま
す
。

デ
ッ
サ
ン
は
国
に
よ
って
描
き
方
は
異
な
り
ま
す
。ま
た
日
本
の
美
大
受
験
に
お
い
て
は
、受
験

す
る
専
攻
に
よ
って
デ
ッ
サ
ン
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
も
変
わ
り
ま
す
。本
学
院
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
に
特
化
し
た
日
本
人
講
師
が
各
コ
ー
ス
を
担
当
す
る
こ
と
で
、高
い
合
格
実
績
を
あ
げ
て
い
ま

す
。ま
た
、授
業
は
日
本
人
の
受
験
生
と
同
じ
ア
ト
リ
エ
で
制
作
し
ま
す
。日
本
人
の
生
徒
と
の
コ

ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
も
、日
本
語
上
達
の
助
け
に
も
な
り
ま
す
。

面
接
指
導

面
接
は
留
学
生
試
験
に
お
い
て
と
て
も
重
要
で
す
。た
だ

絵
が
上
手
い
だ
け
で
は
合
格
出
来
ま
せ
ん
。し
っ
か
り
と
面

接
で
大
学
教
授
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
、

面
接
指
導
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。ま
た
、普
段
の
授
業
か
ら

日
本
人
講
師
や
日
本
人
の
受
験
生
と
会
話
す
る
こ
と
で
、

美
術
に
関
す
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
力
も
高
ま
り
ま
す
。

小
論
文
・
志
望
理
由
書
指
導

大
学
で
は
高
い
目
的
意
識
を
持
って
留
学
し
て
く
る
学
生

を
求
め
て
い
ま
す
。本
学
院
で
は
、小
論
文
や
志
望
理
由
書

の
指
導
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。小
論
文
は
宿
題
を
出
し
て

添
削
で
指
導
し
ま
す
。

対
象
大
学

東
京
藝
術
大
学
、多
摩
美
術
大
学
、武
蔵
野
美
術
大
学
、

女
子
美
術
大
学
、東
京
造
形
大
学
、日
本
大
学
芸
術
学

部
、東
京
工
芸
大
学
、横
浜
美
術
大
学
、京
都
造
形
大

学
、京
都
清
華
大
学
、他
。

留
学
生
科

2023年度　合格実績

多摩美術大学
武蔵野美術大学

他主要大学

合格
総数23名

17:30

20:30

月

土

油
絵
科

日
本
画
科

彫
刻
科

デ
ザ
イ
ン・工
芸
科

17:30

20:30

木
金

映
像
科9:00

16:00
日

17:30

20:30
土 土

日
受
験
科

9:30

16:30
日

4 月 〜 1 2 月

17:30

20:30

月

土

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

17:30

20:30

月
火
水

17:30

20:30

木
金
土

1 月 〜 3 月

新 宿 校

037 036

留
学
生
科

留
学
生
科



日
本
画

彫
刻

油
絵

デ
ザ
イ
ン・工
芸

基
礎
科 

高
２
生
・
高
１
生
・
中
学
生

全
て
は
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

『
色
々
な
』
体
験
を
通
し

美
大
合
格
に
必
須
の
幅
広
い

基
礎
力
を
身
に
つ
け
よ
う

　
ｅｎａ
美
術
の
基
礎
科
に
は『
色
々
な
』人
が
い
ま
す
。

初
め
て
絵
を
描
く
人
、美
術
系
の
高
校
で
バ
リ
バ
リ
制

作
を
し
て
い
る
人
、部
活
の
合
間
に
制
作
を
し
て
い
る

人
な
ど
な
ど
。そ
ん
な
多
種
多
様
な
人
が
色
々
な
経

験
、理
由
を
持
って
や
って
き
ま
す
。む
ろ
ん
、そ
の
様
な

人
た
ち
が
志
望
す
る
科
や
大
学
も
多
種
多
様
で
す
。

　
基
礎
科
で
は
現
役
美
大
生
の
講
師
も
含
め
、専
門
が

違
う
た
く
さ
ん
の
講
師
が
指
導
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

初
心
者
の
人
に
は
ま
ず
は
基
本
の
道
具
の
使
い
方
か

ら
、経
験
者
の
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
進
度
に
合
わ
せ
た

指
導
を
、志
望
に
迷
っ
て
い
る
生
徒
に
は
実
際
に
美
術

大
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
で
ど
ん
な
事
を
やって
い
る
か

の
話
も
し
ま
す
。様
々
な
専
門
の
先
生
と
出
会
え
、志

望
の
専
攻
を
ま
た
い
で
同
じ
志
を
持
つ
人
と
切
磋
琢
磨

で
き
る
、こ
れ
は
基
礎
科
な
ら
で
は
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
授
業
で
は
、年
間
を
通
し
て
、大
き
く『
共
通
課
題
』と

『
専
門
課
題
』と
呼
ば
れ
る
２
つ
の
特
徴
あ
る
課
題
を

こ
な
し
て
い
き
ま
す
。

　
共
通
課
題
で
は
、す
べて
の
基
礎
と
な
る
デ
ッ
サ
ン
を

生
徒
全
員
が一緒
の
課
題
で
学
ん
で
行
き
ま
す
。一方
、

専
門
課
題
で
は
、例
え
ば
デ
ザ
イ
ン
科
を
志
望
す
る
生

徒
は
デ
ザ
イ
ン
の
課
題
を
や
る
と
い
う
よ
う
に
、志
望
す

る
専
攻
に
よ
っ
て
違
う
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
、志
望

す
る
専
攻
が
決
ま
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
気
に
な
る
専

攻
の
課
題
を
自
由
に
受
け
ら
れ
、志
望
大
学
や
専
門
に

よ
って
は
デ
ッ
サ
ン
を
中
心
に
強
化
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。も
し
専
攻
が
決
ま
って
い
た
と
し
て
も
他
の
専
攻
の

課
題
を
体
験
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
そ
し
て
年
度
後
半
に
入
れ
ば
、さ
ら
に
多
様
な
課
題

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
油
絵
を
志
望
す
る
生

徒
が
、彫
刻
の
先
生
に
教
わ
り
な
が
ら
粘
土
で
立
体
を

作
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
。『
立
体
の
感
覚
を
養
う
こ
と
』

は
、絵
を
描
く
上
で
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。普
段

触
ら
な
い
素
材
を
扱
う
課
題
を
体
験
す
る
こ
と
で
、よ

り
柔
軟
な
思
考
力
を
養
え
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
多
種
多
様
な
課
題
を
受
け
な
が
ら
、様
々
な
専
攻
の

先
生・生
徒
と
交
流
す
る
こ
と
は
、視
野
を
広
げ
る
だ

け
で
な
く
、自
分
が
進
む
未
来
の
姿
を
よ
り
具
体
的
に

描
く一助
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
次
の
段
階
の
受
験
科
で
、よ
り
専
門
性
の
高
い
技
術

や
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
と
な
る
の

が『
様
々
な
基
礎
力
』で
す
。そ
の
た
め
に
も
、ま
ず
は
基

礎
科
で
幅
広
い
課
題
を
こ
な
し
な
が
ら
、広
い
視
点
や

柔
軟
に
考
え
る
力
を
磨
い
て
く
だ
さ
い
。

　
『
色
々
な
』体
験
が
で
き
る
刺
激
十
分
の
環
境
で
受

験
に
必
須
の
基
礎
力
を
身
に
つ
け
、受
験
科
に
進
み
好

ス
タ
ー
ト
を
切
り
、そ
し
て
夢
見
る
現
役
合
格
へ
。基
礎

科
は
こ
の“
勝
利
の
プ
ロ
セ
ス“
の
第一歩
な
の
で
す
。ぜ

ひ一度
、本
校
に
足
を
運
び
我
々
講
師
陣
と
話
を
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

デ
ッ
サ
ン

039 038

基
礎
科

基
礎
科



月 火 水 木 金 土 日

○ ○ ○ ○ ○ 週 5 日 コ ー ス 17：30 ～ 20：30

○ ○ ○ 週 3 日 コ ー ス 17：30 ～ 20：30

○ ○ ○ 週 3 日 コ ー ス 17：30 ～ 20：30

○ 土曜日コース 14：30 ～ 20：30

○ 日曜日コース 9：30 ～ 16：30

   週2日選択   
週 2 日 コ ー ス 17：30 ～ 20：30

（デッサンクラスのみ）

コースを決めたら、次はクラスの選択です。まだ自分の専攻が決定していない場合は、
デッサンクラスを選びましょう。

クラスによって、専門課題（左ページ）の内容が変わります。

個々の状況や事情に合わせて選べる６コース

デ
ザ
イ
ン・工
芸
ク
ラ
ス

デザ
工

受
験
や
将
来
の
仕
事
に
お
い
て
、自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
的
確
に
表
現
で
き
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。。

そ
の
た
め
に
デ
ッ
サ
ン
で
形
態
感・質
感
や
空
間
を
捉
え
る
描
写
力
を
、ア
ク
リ
ル
絵
具
を
使
用
し
た

平
面
構
成
の
課
題
や
粘
土
を
使
っ
た
立
体
制
作
で
専
門
的
な
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

映
像
ク
ラ
ス

映

基
礎
科
で
は
、ま
ず
は
共
通
課
題
の
デ
ッ
サ
ン
を
通
し
て
基
礎
的
な
描
写
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

一方
、専
門
課
題
に
は
受
験
科
の
講
師
と
連
携
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
。希
望
に
応
じ
、武
蔵
美・映
像
学
科

入
試
の『
感
覚
テ
ス
ト
』に
挑
戦
で
き
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
も
。

建
築
ク
ラ
ス

建

基
本
と
な
る
デ
ッ
サ
ン
力
の
養
成
は
む
ろ
ん
、受
験
科
の
講
師
と
連
携
し
、学
力
と
実
技
の
実
力
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。講
習
会
で
は
紙
や
粘
土
を
使
っ
た
立
体
構
成
の
授
業
を
通
し
、『
も

の
を
立
体
的・空
間
的
に
捉
え
る
』ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
行
い
ま
す
。

彫
刻
ク
ラ
ス

彫

ま
ず
は
木
炭
デ
ッ
サ
ン
で
、基
本
的
な
形
や
立
体
感
に
関
す
る
知
識･

技
術
を
習
得
し
ま
す
。

そ
の
上
で
、水
粘
土（
水
で
溶
く
粘
土
）を
使
っ
た
制
作
に
取
り
組
み
ま
す
。粘
土
で
の
制
作
を
通
し
、

対
象
の
持
つ
構
造
感
や
立
体
感
、質
感
を
把
握
す
る
力
を
培
って
い
き
ま
す
。

油
絵
ク
ラ
ス

油

油
絵
を
描
く
油
絵
具（
オ
イ
ル
で
溶
い
て
描
く
画
材
）を
自
由
に
扱
う
に
は
、や
は
り
慣
れ
が
必
要
。

失
敗
を
恐
れ
ず
枚
数
を
重
ね
経
験
値
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。基
本
の
デ
ッ
サ
ン
に
し
っ
か
り
足
場

を
置
き
、用
具
の
使
い
方
か
ら
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

日
本
画
ク
ラ
ス

日

受
験
で
は
鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
と
水
彩
絵
具
で
の
着
彩
写
生
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

モ
チ
ー
フ
を
よ
く
観
察
し
自
然
さ
な
ど
を
感
じ
取
り
表
現
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。授
業
で
は
石
膏
像

や
静
物
、人
物
デ
ッ
サ
ン
と
着
彩
画
を
制
作
、受
験
に
必
要
な
表
現
の
基
礎
を
身
に
つ
け
ま
す
。

先
端
芸
術
表
現
ク
ラ
ス

先

東
京
藝
大
の
先
端
芸
術
表
現
科
を
め
ざ
す
受
験
生
の
た
め
の
ク
ラ
ス
で
す
。ま
ず
は
基
本
と
な
る
デ
ッ

サ
ン
力
を
培
い
な
が
ら
、様
々
な
素
材
に
触
れ
る
こ
と
で
表
現
の
幅
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。講
習
会
で

受
験
科
の
コ
ー
ス
を
受
講
す
る
こ
と
で
、よ
り
専
門
的
な
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

デ
ッ
サ
ン
ク
ラ
ス

デ

将
来
ど
ん
な
分
野
に
進
む
に
せ
よ
、基
本
と
な
る
の
は
デ
ッ
サ
ン
力
。そ
の
能
力
を
基
礎
か
ら
し
っ
か
り

身
に
つ
け
る
の
が
こ
の
ク
ラ
ス
の
目
的
で
す
。用
具
の
使
い
方
か
ら
表
現
ま
で
丁
寧
に
指
導
し
て
い
き
ま

す
。希
望
す
れ
ば
他
の
ク
ラ
ス
の
授
業
も
受
講
可
能
で
す
。（
週
２
日
コ
ー
ス
を
除
く
）

『
映
像
ク
ラ
ス
』『
建
築
ク
ラ
ス
』『
先
端
芸
術
表
現
ク
ラ
ス
』の
場
合
、デ
ッ
サ
ン
ク
ラ
ス
と
の
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
て
基
礎
力
を
固
め
つ
つ
、学
習
進
度
や
本
人
の
希
望
を
考
慮
し
な
が

ら
、受
験
科
講
師
と
連
携
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

年間を通して「共通課題」と「専門課題」を行なっていきます。

専門課題 共通課題

専攻クラス別に、それに応じた課題を制作。
画材の使い方や技術、表現を学びます。

また、自分の専攻以外の授業を体験することも可能です。

木炭・鉛筆デッサンを中心に、様 な々課題を制作。
初心者の方は、道具の使い方から学びます。

041 040

基
礎
科

基
礎
科



伊
藤　
千
晴　

油

　
私
は
高
校
1
年
生
の
冬
期
講
習
か
らｅｎａ
美
術
に
通
い
始
め
ま
し
た
。入
学
前
か
ら
油
画
科
に
進
学
し
た
い

と
思
って
い
た
の
で
、1
年
生
の
3
学
期
は
週
2
で
デ
ッ
サ
ン
ク
ラ
ス
に
、2
年
生
か
ら
は
月
火
水
コ
ー
ス
の
油
絵

ク
ラ
ス
に
通
って
い
ま
す
。最
初
に
木
炭
を
使
って
デ
ッ
サ
ン
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
不
安
で
し
た
が
、先
生

が
芯
抜
き
や
削
り
方
な
ど
基
本
的
な
使
い
方
を
分
か
り
や
す
く
教
え
て
下
さ
い
た
の
で
安
心
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。油
画
ク
ラ
ス
に
な
って
か
ら
も
、油
絵
具
の
種
類
や
オ
イ
ル
な
ど
の
画
用
液
の
使
い
方
を
教
え

て
い
た
だ
き
様
々
な
表
現
方
法
が
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。先
生
と
の
距
離
が
近
く
、い
つ
で
も

質
問
が
で
き
る
恵
ま
れ
た
環
境
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
って
い
ま
す
。通
い
始
め
た
時
に

先
生
に
す
す
め
て
も
ら
っ
た「
講
評
ノ
ー
ト
」を
作
り
、講
評
の
内
容
を
書
き
留
め
て
い
ま
す
が
、自
分
の
で
き
て

る
こ
と
や
、改
善
す
べ
き
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
と
て
も
役
立
って
い
ま
す
。ま
た
、自
分
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
可
視
化
で
き
る
の
で
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
先
生
方
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
活
か
し
、目
標
達
成
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
伊
藤
さ
ん
の
高
校
1
年
生
でｅｎａ
美
術
に
通
い
始
め
、ま
だ
素
材
の
こ
と
、絵
画
の
こ
と
、他
科
と
の
違
い
の

こ
と
な
ど
わ
か
ら
な
い
け
ど
感
覚
や
直
感
で
油
絵
科
に
い
き
た
い
！
と
い
う
姿
を
み
て
、素
直
に
絵
を
描
き
た

い
！
と
力
強
い
意
思
を
感
じ
ま
し
た
。そ
の
志
し
に
迷
い
は
な
く
、常
に
ど
ん
な
課
題
で
も
ま
っ
す
ぐ
対
象
を
観

察
し
て
い
く
中
で
得
た
情
報
や
発
見
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
た
め
に
素
材
や
表
現
方
法
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

絵
と
対
話
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
そ
し
て
課
題
ご
と
に
自
身
で
目
標
を
も
ち
な
が
ら
制
作
に
取
り
組
み
、一つ
の
課
題
で
ご
と
に
完
結
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
講
評
で
指
摘
さ
れ
た
点
を
ノ
ー
ト
に

書
き
留
め
そ
れ
を
踏
ま
え
て
次
は
ど
の
様
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
み
よ
う
…
と
考
え
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
基
礎
科
の
課
題
に
は
高
校
3
年
生
の
受
験
科
に
行

く
ま
で
の
間
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
基
礎
力
や
知
識
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
徐
々
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指

し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
も
自
己
を
振
り
返
る
習
慣

は
受
験
に
お
い
て
作
品
の
軸
に
な
り
支
え
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。こ
の
基
礎
力
と
い
う
の
は
い
わ
ば
筋
肉
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。何
百
回
腕
立
て
し
て
や
っ
と
つ
い
て

く
る
小
さ
な
筋
肉
の
よ
う
に
継
続
し
て
い
か
な
け
れ

ば
力
に
な
り
ま
せ
ん
。伊
藤
さ
ん
は
こ
の
努
力
が
で
き

る
人
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
受
験
に
な
る
に
つ
れ
表
現
や
構
成
、テ
ー

マ
な
ど
対
象
を
描
く
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
な

り
悩
む
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
好
き
な
こ
と

＝
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
感
覚
を
も
っ
て

い
る
伊
藤
さ
ん
な
ら
頑
張
れ
る
と
思
い
ま
す
。更
な
る

進
化
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

竹
内 　
咲
紀 　

日

　

私
は
高
校
1
年
生
の
秋
か
ら
週
に
1
日
の
日
曜
コ
ー
ス
に
通
っ
て
い
ま
す
。今
ま
で
専
門
的
に
美
術
に
触
れ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、周
り
に
い
る
人
全
員
が
絵
が
得
意
、と
い
う
自
分
に
と
っ
て
特
殊
な
状
況
に
当
初
は

不
安
な
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。ま
た
自
分
の
場
合
週
1
日
し
か
予
備
校
に
通
え
ず
、自
分
よ
り
多
く
通
って
い

る
人
に
追
い
抜
か
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
落
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、今
で
は
周
り
と
自

分
を
比
べ
た
際
に
た
だ
単
純
に
追
い
つ
き
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
背
景
に
は
基
礎
科
の

先
生
方
の
丁
寧
で
熱
心
な
講
評
や
、親
身
に
相
談
に
のって
く
だ
さ
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。講
評
の
際
は
足
り
な

い
技
術
以
外
に
、自
分
で
は
気
づ
け
な
い
得
意
な
点
や
特
徴
を
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
自
分
の
絵
が
客
観
視

で
き
ま
し
た
。ま
た
、授
業
中
も
た
だ「
こ
う
描
く
と
い
い
」と
い
う
答
え
だ
け
を
教
わ
る
の
で
は
な
く
、生
徒一人

一人
に
合
っ
た
解
決
策
を一緒
に
考
え
て
く
だ
さ
る
の
で
、一回
の
授
業
で
学
ぶ
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。そ
ん
な

日
々
の
授
業
を
通
し
、一回一回
の
授
業
で
絶
対
成
長
し
よ
う
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
自
分

の
作
品
に
真
摯
に
向
き
合
って
い
き
た
い
で
す
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

誰
し
も
が
予
備
校
入
学
時
に
志
望
す
る

科
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、む
し
ろ

決
ま
って
な
い
方
が
大
半
で
す
。基
礎
科
で
は

デ
ッ
サ
ン
を
中
心
に
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組

み
、１
ヶ
月
に
1・2
回
あ
る
専
門
課
題
を
通

し
て
各
科
の
対
策
を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

竹
内
さ
ん
の
場
合
、じ
っ
く
り
と
デ
ッ
サ
ン
力

を
身
に
付
け
な
が
ら
、専
門
課
題
の
際
に
は

油
画
科
と
日
本
画
科
を
両
方
試
し
て
み
る

こ
と
で
、自
分
が
ど
ち
ら
の
科
に
向
い
て
い
る

の
か
を
、じ
っ
く
り
と
悩
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。デ
ッ
サ
ン
に
関
し
て
も
、鉛
筆
と
木
炭
両

方
で
課
題
を
行
な
い
な
が
ら
、基
礎
力
の
向

上
と
共
に
自
分
と
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。結
果
、何
の
課

題
が
出
て
も
安
定
し
た
完
成
度
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。科
は
違
っ
て
い
て
も
、基
礎
力
と
い
う
の

は
全
科
に
お
い
て
必
要
な
も
の
で
す
の
で
、ど

の
画
材
を
用
い
た
と
し
て
も
決
し
て
無
駄
に

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。志
望
す
る
科
を

悩
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、早
め
に
予
備
校
に
通

う
こ
と
で
落
ち
着
い
て
自
分
の
専
攻
を
悩
む

こ
と
が
で
き
る
の
は
、大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と

思
い
ま
す
。

生 徒 の 声

伊
藤　
実
那　
デザ
工

　
私
は
高
校
1
年
生
の
秋
頃
に
入
学
し
、現
在
は
日
曜
コ
ー
ス
に
通
って
い
ま
す
。私
が
こ
の
予
備
校
に
通
い
始

め
た
の
は
、一日
だ
け
の
無
料
体
験
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。私
は
高
校
も
部
活
も
美
術
系
じ
ゃ
な

い
全
く
の
初
心
者
だ
っ
た
の
で
、入
学
し
て
か
ら
も
初
め
の
頃
は
な
か
な
か
上
手
く
描
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、先
生
方
が
と
て
も
親
身
に
な
って
指
導
し
て
下
さ
っ
た
お
か
げ
で
、今
は
以
前
よ
り
も
自
分
の
作
品
に
自

信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。回
を
重
ね
る
に
つ
れ
、自
分
の
絵
の
長
所
が
見
つ
か
って
く
る
の
で
、そ
れ
が
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、私
は
ま
だ
学
科
に
悩
ん
で
い
た
頃
、デ
ッ
サ
ン
コ
ー
ス
の
課
題
の
み
を

行
って
い
ま
し
た
。し
か
し
、予
備
校
で
の
実
践
を
重
ね
る
に
つ
れ
、行
き
た
い
方
向
が
定
ま
って
行
き
、2
年
生
か

ら
は
現
在
の
デ
ザ
イ
ン・工
芸
学
科
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。途
中
経
過
で
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、こ
れ
か
ら

も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　

予
備
校
に
い
つ
か
ら
通
い
始
め
れ
ば
良

い
の
か
？
ま
た
、ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
通

え
ば
良
い
の
か
？
と
い
う
ご
質
問
を
い
た

だ
く
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。高
校
生
と
は

い
え
、宿
題
や
委
員
会
、部
活
や
学
習
塾
な

ど
、忙
し
い
方
が
多
い
で
す
。ま
た
地
元
に

美
術
予
備
校
が
な
い
場
合
、遠
方
か
ら
お

越
し
頂
く
方
も
多
い
で
す
。１
年
生
の
う
ち

は
、学
校
に
慣
れ
る
こ
と
や
し
っ
か
り
学
校

の
勉
強
を
し
て
も
ら
う
た
め
に
、週
１
～
２

日
を
お
勧
め
し
ま
す
。２
年
生
に
な
る
と
、

志
望
大
学
や
学
科
も
決
ま
っ
て
く
る
の
で
、

徐
々
に
週
３
に
移
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、伊
藤
さ
ん
の
よ
う
に
、部
活
が
忙
し
く

か
つ
距
離
的
な
問
題
も
あ
る
場
合
、無
理
し

て
通
う
の
で
は
な
く
、週
１
で
し
っ
か
り
集

中
し
て
技
術
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。週
３
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は

授
業
が
連
続
し
て
あ
る
た
め
、ト
ラ
イ
ア
ン

ド
エ
ラ
ー
が
し
や
す
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。一方
で
週
１
コ
ー
ス
は
、短
期
集
中

で
で
き
る
点
で
す
。彼
女
の
場
合
、平
日
は

学
科
を
し
っ
か
り
と
行
い
、週
１
と
い
う
時

間
を
し
っ
か
り
生
か
し
て
週
末
は
実
技
に
集

中
で
き
て
い
る
の
で
、こ
の
ま
ま
し
っ
か
り
と

良
い
バ
ラ
ン
ス
で
高
校
３
年
生
を
迎
え
て
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

土
野　
隆
翔　

彫

　
私
は
高
校
1
年
生
の
冬
か
ら
月
木
の
週
2
コ
ー
ス
、高
校
2
年
生
の
秋
か
ら
月
火
水
の
週
3
コ
ー
ス
に
通
って

い
ま
す
。ｅｎａ
美
術
に
通
い
始
め
た
頃
は
た
だ
美
術
系
の
大
学
に
行
って
み
た
い
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、ど
の
料

に
す
る
か
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。で
す
が
2
年
生
の
夏
期
講
習
で
興
味
の
あ
る
科
の
授
業
を
体
験
し
、自

分
の
や
り
た
い
こ
と
や
興
味
の
あ
る
こ
と
を
基
礎
科
の
様
々
な
科
の
先
生
方
と
話
し
合
い
を
重
ね
、志
望
す
る

科
を
彫
刻
科
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。初
め
は
触
れ
た
こ
と
の
な
い
木
炭
で
の
デ
ッ
サ
ン
や
粘
土
を
使
って

行
う
塑
像
で
、何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、先
生
方
が
1
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
下
さ
っ

た
り
、今
回
の
良
か
っ
た
点
と
次
回
か
ら
改
善
す
べ
き
点
を
生
徒
に
寄
り
添
っ
た
視
点
で
分
か
り
や
す
く
視
摘
し

て
下
さ
る
の
で
、課
題
を
重
ね
て
い
く
た
び
に
着
実
に
成
長
で
き
て
い
る
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。ま
た
、彫
刻
料

に
は
現
役
生
や
浪
人
生
な
ど
も
近
く
に
い
る
の
で
、レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
や
制
作
課
程
を
間
近
で
見
て
、よ
り
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。課
題
は
ま
だ
ま
だ
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、今
後
も
毎
回
の
制

作
で
た
く
さ
ん
の
事
を
学
び
吸
収
し
、受
験
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

　
美
大
受
験
を
す
る
場
合
、い
つ
か
は
選
考
を
自
分
の
中
で
決
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。す
ん
な
り
決
ま
る
方

や
、最
後
の
最
後
ま
で
悩
ま
れ
る
方
も
い
ま
す
。む
し
ろ
最
初
か
ら
自
分
の
進
み
た
い
科
が
決
ま
って
い
な
い
方
の

方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。基
礎
科
で
は
、年
間
を
通
し
て
デ
ッ
サ
ン
を
メ
イ
ン
に
課
題
を
行
い
な
が
ら
、

専
門
課
題
と
い
う
そ
の
科
の
受
験
内
容

に
沿
っ
た
課
題
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。科

に
迷
っ
て
い
る
生
徒
さ
ん
に
関
し
て
は
、

専
門
課
題
を
ど
ん
ど
ん
ト
ラ
イ
し
て
も

ら
い
、選
考
の
材
料
に
し
て
も
ら
い
ま

す
。ま
た
、定
期
的
に
行
う
面
談
で
、将

来
の
こ
と
や
何
を
今
後
し
て
い
き
た
い
の

か
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、何
科
が
向
い
て

い
る
の
か
を
話
し
合
い
ま
す
。ど
の
科
で

も
基
本
と
な
る
デ
ッ
サ
ン
は
、木
炭
か
鉛

筆
で
行
う
の
で
す
が
、そ
の
人
の
持
つ
ク

セ
や
も
の
の
捉
え
方
な
ど
に
よ
り
、素
材

の
向
き
不
向
き
が
現
れ
た
り
し
ま
す
。

土
野
君
の
持
つ
立
体
的
か
つ
大
き
な
物

の
捉
え
方
が
木
炭
と
と
て
も
相
性
が
良

く
、初
め
て
木
炭
デ
ッ
サ
ン
を
行
っ
て
か

ら
ぐ
ん
ぐ
ん
頭
角
を
表
し
て
い
き
ま
し

た
。自
分
に
と
って
何
科
が一番
向
い
て
い

る
か
わ
か
ら
な
く
て
も
、目
の
前
に
あ
る

課
題
を
多
方
面
か
ら
じ
っ
く
り
取
り
組

む
こ
と
で
、納
得
の
い
く
進
路
が
決
め
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

木  金  土  コース

週3日/日本画クラス
月  火  水  コース木  金  土  コース

週3日/油絵クラス

週3日/彫刻クラス
  木  金  土  コース

週3日/デザイン・工芸クラス

043 042

基
礎
科

基
礎
科



中
学
生
受
験
科

都
立
総
合
芸
術
高
校
に
、
11
年
連
続
２
桁
合
格
！

「
１
日
６
時
間
の
授
業
」
で
力
を
つ
け
な
が
ら
、

内
申
対
策
、
家
庭
学
習
、
筆
記
試
験
対
策
も
ア
ド
バ
イ
ス
。

　
一
番
人
気
の
都
立
総
合
芸
術
高
校
を
は
じ
め
、美
術
系
高
校
へ
の
進
学
を
徹
底
サ
ポ
ー
ト
す
るｅｎａ

美
術
の
中
学
生
受
験
科
。「
６
時
間
」と
い
う
授
業
時
間
を
確
保
し
、「
観
る
力
」と「
描
く
力
」を
育
成

し
て
い
ま
す
。し
か
し
、美
術
系
高
校
の
合
格
を
勝
ち
取
る
に
は
、実
技
面
だ
け
の
指
導
で
な
く
、内
申

面
の
対
策
を
踏
ま
え
た
学
習
指
導
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。簡
単
に
言
え
ば
、「
絵
が
上
手
い
だ
け
で
合
格
す

る
」時
代
は
終
わ
って
い
る
か
ら
で
す
。で
も
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。ｅｎａ
美
術
で
は
、ｅｎａ
グ
ル
ー
プ
各

校
と
の
連
携
と
情
報
量
で
受
験
生一人
ひ
と
り
の
総
合
力
を
高
め
な
が
ら
、合
格
に
導
い
て
い
く
こ
と
を

強
く
意
識
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。そ
の
実
績
の
最
た
る
も
の
が
、「
都
立
総
合
芸
術
高
校
に
10
年
連
続

２
桁
合
格
」と
い
う
も
の
で
す
。保
護
者
の
方
と
は「
対
話
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、３
者
面
談
な
ど
を
通
し

て
連
携
を
図
り
な
が
ら
、と
り
わ
け
都
立
高
が
重
視
す
る
内
申
対
策
、家
庭
学
習
、筆
記
試
験
に
つ
い
て

も
、よ
り
具
体
的
で
実
践
に
移
し
や
す
い
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
って
い
ま
す
。

2023年度 芸大・美大合格実績
＜中学生受験科＞

都立総合芸術高校 合格23名

女子美術大学付属高校

合格3名

トキワ松学園高校

合格5名

八王子学園八王子高校

合格3名

2021年

16名

2022年

19名

2018年

21名

2019年

20名

2020年

19名

9:30

16:30
日

中
学
生

対
象:
美
術
系
高
校
進
学
を
目
指
す
中
学
生

デ
ッ
サ
ン
は
、対
象
を
観
察
し
て
表
現
す
る
こ
と
。美
術
の
基
本
で
す
。こ
の

デ
ッ
サ
ン
が
都
立
総
合
芸
術
高
校
を
は
じ
め
、多
く
の
美
術
系
高
校
入
試
で
課

題
と
し
て
出
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
、ｅ
ｎ
ａ
美
術
で
は
６
時
間
の
授
業
を
最
大
限

に
活
用
。工
業
製
品
や
自
然
物
な
ど
様
々
な
も
の
を
描
く
練
習
を
通
し
て「
観
る
力
」と「
描
く
力
」

の
着
実
な
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

１
学
期
は
、鉛
筆
の
使
い
方
な
ど
基
礎
中
の
基
礎
か
ら
ス
タ
ー

ト
。２
週
間
で
１
枚
を
制
作
す
る
ペ
ー
ス
で
、し
っ
か
り
と
時
間

を
か
け
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
で
す
。夏
期
講
習
会
か
ら
２

学
期
に
か
け
て
は
、 

１
日
１
枚
の
ペ
ー
ス
で
、少
し
ず
つ
課
題
の

難
易
度
を
入
試
に
近
づ
け
て
い
き
ま
す
。生
徒
た
ち
の
実
技
の
習

熟
度
を
見
な
が
ら
、ア
ド
バ
イ
ス
の
内
容
を
一
人
ひ
と
り
に
よ
っ

て
変
え
て
い
く
こ
と
も
ｅ
ｎ
ａ
美
術
な
ら
で
は
の
指
導
で
す
。

デ
ッ
サ
ン

デ
ッ
サ
ン
で
は
、１
人
に
１
セ
ッ
ト
モ
チ
ー
フ
が
渡
さ
れ
て
、そ
れ
を
描
き
ま
す
。

モ
チ
ー
フ
の
組
み
方
か
ら
試
験
は
始
ま
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。都
立
総
合
芸

術
高
校
で
は
、例
年
４
〜
５
個
程
度
の
モ
チ
ー
フ
が
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。

卓
上

デ
ッ
サ
ン

推
薦
入
試
や
私
立
高
校
入
試
で
ほ
ぼ
必
須
の
個
人
面
接
。聞
か
れ
る
の
は
、志
望

理
由
、中
学
校
生
活
で
得
た
こ
と
、高
校
で
の
目
標
、高
校
卒
業
後
の
進
路
、美
術

に
興
味
を
持
っ
た
理
由
、好
き
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
で
す
。こ
う
し
た
質
問
に

し
っ
か
り
と
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
、ｅ
ｎ
ａ
美
術
で
は
６
時
間
の
授
業
の
中
で
、専
門
の
講
師
の
も

と
、面
接
の
指
導
を
行
っ
て
的
確
に
ア
ド
バ
イ
ス
。練
習
を
積
み
重
ね
る
う
ち
、相
手
の
目
を
見
て
、

美
術
を
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
や
、自
分
の
作
品
に
向
け
た
思
い
を
自
分
の
言
葉
で
素
直
に
伝

え
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

個
人
面
接 都

立
総
合
芸
術
高
校
の
一
般
入
試
や
女
子
美
術
大
学
付
属
高
校
な
ど
で
実
施
さ
れ
る
課

題
の
ひ
と
つ
で
す
。デ
ッ
サ
ン
に
も
求
め
ら
れ
る「
観
る
力
」と
と
も
に
、水
彩
絵
の
具
と

い
う
素
材
に
慣
れ
て「
色
」と「
形
」で
表
現
す
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。水
彩
で

使
う
の
は
、水
彩
絵
の
具
と
い
う
素
材
。鉛
筆
よ
り
も
扱
い
が
難
し
く
、慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か

り
ま
す
。ど
の
色
と
ど
の
色
を
混
ぜ
た
ら
ど
ん
な
色
に
な
る
の

か
、ど
の
く
ら
い
の
量
の
水
で
溶
か
し
た
ら
的
確
な
表
現
に
な
る

の
か
、考
え
て
描
く
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。そ
こ
で
、ｅ
ｎ
ａ
美

術
で
は
１
学
期
か
ら
デ
ッ
サ
ン
と
水
彩
を
交
互
に
取
り
組
み
、手

厚
く
指
導
。生
徒
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
表
現
を
見
つ
け
、個
性

を
伸
ば
し
な
が
ら
、推
薦
、一
般
ど
ち
ら
の
入
試
に
も
対
応
で
き

る
実
技
力
を
養
っ
て
い
き
ま
す
。

水
彩

水
彩
は
イ
ー
ゼ
ル
を
使
用
し
て
制
作
し
ま
す
。都
立
総
合
芸
術
高
校

で
出
題
さ
れ
る
の
は
、か
な
り
大
き
な
モ
チ
ー
フ
。画
面
の
中
に
ど
の

よ
う
に
収
め
る
か
、「
構
図
」の
取
り
方
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

水
彩

モ
チ
ー
フ
セ
ッ
ト

美
術
系
高
校
進
学
を

目
指
す
実
技
コ
ー
ス

ｅ
ｎ
ａ
美
術
か
ら
の
都
立
総
合

芸
術
高
校
の
受
験
生
倍
率
は

１
・
２
２
倍
と
い
う
数
字
！

美
術
系
高
校
に
は
、都
立
総
合
芸
術
高
校
や

女
子
美
術
大
学
付
属
高
校
な
ど
が
あ
り
ま

す
。中
で
も
都
立
総
合
芸
術
高
校
は
毎
年
人

気
が
高
く
、２
０
２
３
年
の
倍
率
は
推
薦
入

試
で
５
・
３
３
倍
、一
般
入
試
で
２
・
１
４
倍

で
し
た
。狭
き
門
で
す
が
、絵
を
描
く
こ
と
が

大
好
き
な
ら
ぜ
ひ
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。専
門
的
な
指
導
を
受
け
、

し
っ
か
り
と
作
品
を
完
成
さ
せ
る
経
験
を
積

め
ば
、平
等
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
す
。

美
術
系
高
校
の
入
試
に
は「
実
技
」試
験
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。ｅ
ｎ
ａ
美
術
の
実
技
コ
ー
ス

で
は
、１
日
６
時
間
の
授
業
を
最
大
限
に
活

か
し
、基
礎
か
ら
始
め
て
１
年
間
で
合
格
レ

ベ
ル
に
到
達
で
き
る
よ
う
に
丁
寧
に
指
導
。

ま
た
、都
立
高
校
推
薦
入
試
で
実
施
さ
れ
る

「
個
人
面
接
」の
サ
ポ
ー
ト
も
万
全
で
、受
験

生
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
い
な
が
ら
合
格
へ

と
導
き
ま
す
。そ
の
結
果
が
ｅ
ｎ
ａ
美
術
の

都
立
総
合
芸
術
高
校
受
験
生
の
好
成
績
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
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入
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で
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が
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と
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し
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い
ま
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け
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に
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に
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が
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で
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の
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を
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に
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ら
始
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て
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間
で
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レ
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に
到
達
で
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る
よ
う
に
丁
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に
指
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ま
た
、都
立
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校
推
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入
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で
実
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る
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」の
サ
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も
万
全
で
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生
一
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り
と
向
き
合
い
な
が
ら
合
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と
導
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績
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一人ひとりを丁寧に指導 毎回の授業で講評会を行います

045 044

中
学
生
受
験
科

中
学
生
受
験
科



実技授業

合同授業
新宿・渋谷・国立・

秋葉原

自　習
実技・学科

学　科
授業・模試

面　談
個別・保護者

講習会
春・夏・冬

授業システム
３つの無料体験授業

1日体験
講習

無料体験
入学

土曜
チャレンジ

日曜
10：00～16：00
開催（日程はHP）

土曜
14：30（または17：30）

～20：30
開催（日程はHP）

希望日に
通常授業の

カリキュラムに参加

氷
川
神
社
と
ｅ
ｎ
ａ
美
術
を

守
り
神
に
し
て
、

合
格
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

　

埼
玉
県
内
の
大
き
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
あ
る
大
宮
駅
は
、

東
北・上
越
新
幹
線
も
停
車
し
、東
京
の
ベッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
便
利
で
す
。住
み
た
い
街
と
し
て

も
、近
年
と
て
も
人
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。で
す
が
、い
く
ら
都

心
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
だ
と
し
て
も
、学
校
の
放
課
後
に
塾

へ
通
う
こ
と
は
困
難
で
す
。そ
こ
で
、ｅｎａ
美
術
は
駅
前
近
く

に
通
い
や
す
さ
と
確
か
な
実
績
を
持
っ
て「
大
宮
校
」を
開
校

い
た
し
ま
し
た
。

　

大
宮
校
は
油
絵
科
、デ
ザ
イ
ン・工
芸
科
、基
礎
科
、中
学

生
受
験
科
の
昼・夜
間
部
を
開
設
。画
材
購
入
や
講
師
と
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
や
す
い
、コ
ン
パ
ク
ト
な
校
舎
に
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、大
宮
氷
川
神
社
の
参
道
に
面
し
、交
番
の

前
と
いっ
た
安
心
し
て
通
え
る
場
所
と
も
な
って
い
ま
す
。

　
一般
入
試
か
ら
総
合
型
選
抜
の
試
験
ま
で
、過
去
の
た
く
さ

ん
の
合
格
者
か
ら
得
た
デ
ー
タ
を
、大
宮
校
で
も
確
認
し
勉

強
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。志
望
校
に
合
格
す
る
為
に
、個
別

で
の
受
験
対
応
や
保
護
者
と
の
連
携
を
大
切
に
し
ま
す
。   

大
宮
校

■受験科■基礎科

※都合の良い曜日を２日間選択

■学　科

2023年度 芸大・美大合格実績
多摩美大総数

330名

武蔵野美大総数

332名

東京藝術大総数

19名

047 046

大
宮
校

大
宮
校

047 046



楽
し
み
な
が
ら
結
果
を
出
す
、

未
知
の
表
現
領
域
へ
！

　
ｅｎａ
美
術
の
油
絵
科
は
、常
に
変
化
し
続
け
る
入
試
を
乗
り
越
え
、

多
く
の
芸
大
・
美
大
の
合
格
者
を
出
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
多
様
化
し
て
し
ま
っ
た
今
日
の
油
絵
科
の
入
試
で
は
、
昔
な
が
ら
の

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
考
え
方
や
、
画一的
な
価
値
観
で
は
と
て
も
対
応
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、予
備
校
で一般
的
に
考
え
ら
れ
る
「
受
験
対
策
」

と
いっ
た
考
え
方
そ
の
も
の
が
大
学
側
に
嫌
わ
れ
て
し
ま
って
い
ま
す
。

　
「
今
年
の
入
試
で
は
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
？
」で
は
な
く「
あ

な
た
は
何
を
求
め
て
い
る
の
で
す
か
？
」
を
問
う
試
験
が
今
の
試
験

で
す
。
ｅｎａ
美
術
の
油
絵
科
で
は
、一人
ひ
と
り
の
生
徒
と
真
摯
に

向
か
い
合
い
、
本
人
の
感
じ
た
こ
と
・
考
え
た
こ
と
・
や
り
た
い
こ
と

を
極
力
肯
定
し
た
上
で
、
そ
れ
を
ど
の
様
に
し
た
ら
合
格
に
結
び
付

け
ら
れ
る
の
か
？
を
考
え
て
、
日
々
の
指
導
に
当
た
って
い
ま
す
。

　
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
こ
と
を
本
気
で
考
え
、
楽
し
み
な
が
ら
自
由
に

表
現
し
、
そ
の
上
で
希
望
の
大
学
に
合
格
し
た
い
な
ら
、ｅｎａ
美
術

で
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
。
他
で
は
味
わ
え
な
い
、
未
知
の
世
界
が
あ

な
た
を
待
って
い
ま
す
。

受
験
科

蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
元
に
し
て
、

確
か
な
指
導
力
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

合
格
へ
と
導
き
ま
す
！

　
芸
大・美
大
の
受
験
に
お
い
て
、特
に
重
要
に
な
っ
て
来
る
こ
と

は「
無
駄
な
迷
い
」を
無
く
す
こ
と
で
す
。た
だ
、決
し
て
全
て
の

迷
い
が
良
く
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。で
す
が
、迷
う
こ
と
に

よ
っ
て
本
番
の
試
験
の
時
に
作
り
出
す
作
品
の
力
が
弱
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
大
い
に
あ
り
ま
す
。自
分
の
作
品
を
信
じ
強
い
意

志
を
持
っ
た
作
品
を
作
る
た
め
に
、個
人
個
人
に
合
わ
せ
た
指
導

と
、密
に
面
接
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、「
無
駄
な
迷
い
」を
減
ら
し

て
試
験
に
臨
む
力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
授
業
カ
リ
キ
ュラ
ム
に
お
い
て
は
、長
年
の
経
験
と
実
績
を
活
か

し
つ
つ
最
新
の
試
験
問
題
を
考
慮
し
変
更
し
て
い
き
ま
す
。一年
の

時
間
を
有
効
に
使
い
、タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
上
達
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
作
る
こ
と
で
、限
ら
れ
た
時
間
内
で
絵
を
描
く
力
を
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

色
々
な
受
験
生
の
勉
強
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
、受
験
コ
ー
ス
を

「
昼
間
部
」「
夜
間
部
週
６
日
」「
夜
間
部
週
３
日
』の
コ
ー
ス
を

開
設
し
て
い
ま
す
。

　
大
宮
校
受
験
科
は
、確
か
な
実
績
と
信
頼
を
持
って
、指
導
力

の
あ
る
講
師
陣
で
合
格
へ
と
導
い
て
い
き
ま
す
。

油
絵
科

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
科

　
東
京
藝
術
大
学
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
多
摩
美
術
大
学
、
武
蔵
野

美
術
大
学
な
ど
の
私
立
美
大
、
色
々
な
志
望
大
学
専
攻
に
合
わ
せ
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
授
業
を
行
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
科
は
学
科
専

攻
に
よ
って
出
題
が
異
な
り
、
個
別
の
対
応
も
必
要
に
な
って
い
ま
す
。

大
宮
校
で
は
密
に
面
接
を
し
て
、
自
分
の
志
望
に
合
っ
た
対
応
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

各
大
学
の
総
合
型
選
抜
（
推
薦
・
Ａ
Ｏ
）
の
受
験
者
数
は
、
年
々

増
え
て
き
て
い
ま
す
。一般
に
比
べて
受
験
の
時
期
も
早
く
、
準
備
す
る

書
類
や
提
出
物
な
ど
も
多
く
、
単
に
絵
を
描
い
て
い
る
だ
け
で
は
合
格

す
る
こ
と
が
難
し
い
受
験
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ｅｎａ
美
術
で
は 

一 

般・総
合
型
選
抜
試
験
の
合
格
情
報
を
各
校
舎
と
共
有
す
る
こ
と
で
、

ど
の
校
舎
で
も
最
新
の
合
格
デ
ー
タ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

沢
山
の
デ
ー
タ
が
あ
る
こ
と
で
不
安
な
く
受
験
に
向
か
う
こ
と
が
出
来

ま
す
。受
験
生
に
とって
は
、と
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

年
間
を
通
し
た
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
１
学
期
で
の
基
礎
演
習

で
作
品
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
ま
す
。
夏
期
講
習

会
で
そ
の
基
礎
演
習
を
使
って
、
実
践
的
な
課
題
を
こ
な
し
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
試
験
時
間
対
応
も
夏
期
講
習
会
で
対
策
し
て
い
き
ま
す
。

２
学
期
で
は
、
夏
期
で
の
問
題
点
を
も
う一度
確
認
し
て
、
さ
ら
に
演

習
課
題
を
こ
な
す
こ
と
に
よ
って
確
実
に
実
力
ア
ッ
プ
を
は
か
り
ま
す
。

２
学
期
に
は
公
開
コ
ン
ク
ー
ル
も
あ
り
、
今
の
自
分
の
実
力
を
確
認

し
て
冬
期
・
直
前
講
習
会
に
突
入
し
て
い
き
ま
す
。
入
試
直
前
で
は

繰
り
返
し
自
身
の
課
題
制
作
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
で
、

よ
り
強
い
作
品
を
作
り
合
格
を
目
指
し
ま
す
。
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基
礎
科
で
は
年
間
を
通
し
て
同
じ
課
題
を
行
う 

「
共
通
課
題
」 

と
志
望
す
る

専
攻
に
合
わ
せ
た 

「
専
門
課
題
」 

が
あ
り
ま
す
。「
共
通
課
題
」 

は
、
専
攻
関
係

な
く
石
膏
や
静
物
、
細
密
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
描
く
課
題
や
、
粘
土
造
形
課
題
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。 

描
く
た
め
に
必
要
な
観
察
力
や
描
写
力
な
ど
、総
合
的
な
デ
ッ

サ
ン
力
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。 

油
絵
科
や
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
の
講
師
が
指
導
す

る
こ
と
で
、
デ
ッ
サ
ン
に
対
す
る
視
点
が
広
く
な
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、ｅ

ｎａ
美
術
別
校
舎
と
同
じ
課
題
を
す
る
機
会
も
設
け
る
こ
と
で
、
他
の
人
と
作
品

を
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
「
専
門
課
題
」
で
は
、
各
専
攻
コ
ー
ス
の
出
題
に
準
ず
る
よ
う
に
、
油
絵
科
で
は

「
油
彩
」
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
科
で
は
「
平
面
構
成
」「
立
体
構
成
」 

な
ど
の
課
題

を
出
題
し
て
い
き
ま
す
。
ま
だ
専
攻
の
決
ま
って
い
な
い
方
は 

「
デ
ッ
サ
ン
ク
ラ
ス
」

の
受
講
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
基
礎
科
で
は
、 

受
験
を
し
な
い
専
攻
の

課
題
も
興
味
が
あ
れ
ば
受
講
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

絵
を
受
験
と
し
て
捉
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
モ
ノ
を
作
り
た
い
と
い
う
純
粋
な

気
持
ち
に
も
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
道
具
の
扱
い
方
か
ら
表
現
の
幅

ま
で
し
っ
か
り
と
専
門
的
に
指
導
が
行
わ
れ
、受
験
科
に
移
っ
た
時
の
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ

シ
ュ
が
早
く
な
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
早
い
段
階
で
の
専
門
性
を
ゲ
ッ
ト
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

基
礎
科

中
学
生

受
験
科

志
望
校
合
格
へ
、早
め
の
ス
タ
ー
ト
。

そ
し
て
、
早
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
そ
う
！

　
難
関
大
学
専
攻
への
進
学
は
、受
験
科
だ
け
で
の
対
応
だ
け
で

は
な
く
、早
い
段
階
で
の
受
験
意
識
が
必
要
に
な
って
い
ま
す
。大

宮
校
で
は
絵
を
楽
し
く
描
い
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
大
切
に

し
な
が
ら
、受
験
指
導
に
も
対
応
し
た
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

授
業
を
行
い
ま
す
。

　
道
具
の
扱
い
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、描
く
う
え
で
の
大
事
な

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
丁
寧
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。全
体
的
な
基
礎

指
導
だ
け
で
は
な
く
、志
望
す
る
専
攻
コ
ー
ス
の
専
門
課
題
も
基

礎
科
か
ら
始
め
て
い
き
ま
す
。同
じ
デ
ッ
サ
ン
課
題
で
も
、専
攻
に

よ
って
絵
の
大
事
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
違
い
ま
す
。そ
の
専
攻
に
よ

る
違
い
を
、早
め
に
理
解
し
て
い
く
こ
と
は
、受
験
科
に
変
わ
っ
た

時
点
で
の
差
が
開
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

美
術
系
高
校
の
入
試
に
対
応
。

実
技
と
総
合
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
で

受
験
を
ケ
ア
し
ま
す
。

　
美
術
高
校
への
受
験
は
、将
来
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
の
道
を
切
り
拓
く
第一歩
！ 

ｅｎａ
美
術
で
は
、経
験
豊
か

な
講
師
陣
が
受
験
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
、目
標
校
への
全
員
合
格
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

授
業
で
は
過
去
の
入
試
問
題
か
ら
モ
チ
ー
フ
設
定
や
模
擬
試

験
を
実
施
し
、緊
張
感
の
あ
る
授
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。そ

の
他
、講
評
や
面
接
指
導
で
課
題
点
を
個
別
に
指
摘
し
、実
力
を

ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
き
ま
す
。週
に
１
回
の
短
期
集
中
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
各
期
講
習
会
の
併
用
で
、実
技
初
心
者
の
方
で
も
確
実
に
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

共
通
課
題

専
門
課
題

基礎科 / 油絵クラス

表
現
す
る
た
め
の
基
礎

技
術
を
学
び
「
か
た
ち
」

を
表
現
す
る
力
を
養
う

油
絵
具
は
表
現
の
可
能
性
が
た
い
へ
ん
広
く
、
奥
深
い
画
材
で
す
。
そ
れ
だ

け
に
思
い
通
り
に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
経
験

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、ま
ず
は
技
法
演
習
や
様
々
な
課
題
を
通
じ
て
、

表
現
す
る
た
め
の
基
礎
技
術
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、デ
ッ
サ
ン
や
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
で
観
察
力
や
イ
メ
ー
ジ
力
を
養
い
、
自
分
の
「
か
た
ち
」
を
自
由
に

表
現
す
る
た
め
に
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
、
大
学
入
試
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来

の
活
動
に
つ
な
が
る
礎
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

基礎科 / デザイン・工芸クラス

暮
ら
し
を
楽
し
く

豊
か
に
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー

と
し
て
の
礎
を
築
く

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る 

「
も
の
」 

は
す
べて
、
誰
か
の
手
に
よ
って
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
ポ
ス
タ
ー
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョン
、
商
品
パッ
ケ
ー

ジ
、家
電
、自
動
車
、家
具
、陶
器
、ジ
ュエ
リ
ー
、テ
キ
ス
タ
イ
ル
、フ
ァッ
シ
ョ

ン
な
ど
で
す
。
つ
ま
り
、
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
の
世
界
は
、
自
分
の
好
き
な
こ
と

を
仕
事
に
で
き
て
、
人
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
く
、
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。 

当
ク
ラ
ス
で
は
、
美
大
進
学
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
た
め
の

礎
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

基礎科 / デッサンクラス

ま
だ
専
攻
が
決
ま
っ
て

な
い
人
は
美
術
の
基
本

「
デ
ッ
サ
ン
」
か
ら
学
ぶ

ど
の
よ
う
な
分
野
に
進
む
に
せ
よ
、
基
本
と
な
る
の
は
デ
ッ
サ
ン
で
す
。
デ
ッ
サ

ン
力
を
基
礎
か
ら
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
目
的
で
す
。

用
具
の
使
い
方
か
ら
表
現
ま
で
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
の
で
、

初
心
者
も
安
心
で
す
。
ま
だ
専
攻
が
決
ま
って
い
な
い
人
や
、日
本
画
、彫
刻
、

建
築
、
映
像
な
ど
、「
油
絵
」
と
「
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
」 

以
外
に
興
味
の
あ

る
人
は
、
こ
の
ク
ラ
ス
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
希
望
に
応
じ
て
、
専
攻
ク
ラ

ス
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
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年
齢
と
科
の

『
枠
』
を
超
え
た
交
流

秋
葉
原
は
複
数
の
路
線
が
乗
り
入
れ
、千
葉
方
面
や
茨
城
方

面
か
ら
も
通
学
可
能
で
校
舎
は
秋
葉
原
駅
か
ら
徒
歩
3
分
と

抜
群
の
ア
ク
セ
ス
で
す
。周
辺
に
は
美
術
館
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な

ど
も
多
く
点
在
し
、美
術
を
学
ん
で
い
く
学
生
に
と
っ
て
は
こ

れ
以
上
に
な
い
場
所
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。そ
ん
な
秋
葉
原
校

の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
高
卒
生
と
高
３
生
、そ
し
て
基
礎
科
が

「
同
じ
空
間
、同
じ
時
間
帯
で
学
ぶ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
。そ
の

た
め
現
役
生
は
高
卒
生
の
経
験
や
技
術
に
触
発
さ
れ
な
が
ら

制
作
で
き
、高
卒
生
は
現
役
生
の
新
鮮
な
モ
ノ
の
考
え
方
に
刺

激
を
受
け
ら
れ
る
。つ
ま
り
、お
互
い
に
切
磋
琢
磨
で
き
る
環

境
が
整
って
い
る
わ
け
で
す
。

そ
し
て
志
望
校
対
策
も
東
京
藝
術
大
学
と
多
摩
美
術
大
学

や
武
蔵
野
美
術
大
学
を
中
心
と
し
た
私
立
美
大
、筑
波
大
学

と
幅
広
く
対
応
。中
学
生
受
験
科
も
加
わ
り
、個
々
の
志
望
に

フ
ィッ
ト
し
た
最
適
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。   

秋
葉
原
校

■受験科

■学　科

■基礎科

※都合の良い曜日を２日間選択

実技授業

合同授業
新宿・渋谷・国立・

秋葉原

自　習
実技・学科

学　科
授業・模試

面　談
個別・保護者

講習会
春・夏・冬

授業システム
３つの無料体験授業

1日体験
講習

無料体験
入学

土曜
チャレンジ

日曜
10：00～16：00
開催（日程はHP）

土曜
14：30（または17：30）

～20：30
開催（日程はHP）

希望日に
通常授業の

カリキュラムに参加

2023年度 芸大・美大合格実績
筑波大芸専

5名

多摩美大

41名

武蔵野美大

25名

東京藝術大学

1名

053 052

秋
葉
原
校

秋
葉
原
校

053 052



油 絵 科 作 品

デ ザ イ ン ・ 工 芸 科 作 品

秋
葉
原
校
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
科
で
は
東
京
藝
術
大
学
、
私
立
美
大
、
筑
波
大

学
の
芸
術
専
門
学
群
な
ど
の
受
験
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
東
京
藝
大
受
験
対
策

で
は
新
宿
校
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
常
に
最
新
の
入
試
情
報
を
提
供
し
、
デ
ッ

サ
ン
、
色
彩
、
立
体
の
基
礎
を
しっ
か
り
固
め
な
が
ら
最
終
合
格
を
目
指
し
て

指
導
し
て
い
き
ま
す
。
私
立
美
大
対
策
で
は
多
摩
美
、
武
蔵
美
を
中
心
に
様
々

な
美
大
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
実
技
経
験
の
少
な
い
学
生
で
も
レ
ベル
や
志
望
校

に
合
っ
た
課
題
を一人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
て
組
ん
で
い
く
の
で
、
入
試
に
向
け
て
ベ

ス
ト
な
対
策
を
提
供
で
き
ま
す
。
ま
た
、
推
薦
、
A
O
入
試
対
策
の
情
報
量

の
多
さ
もｅｎａ
美
術
の
特
徴
で
す
。
武
蔵
野
美
大
や
多
摩
美
大
、
筑
波
大
の

推
薦
入
試
は
も
ち
ろ
ん
、
東
京
造
形
大
、
日
芸
、
女
子
美
、
東
京
工
芸
大
な

ど
の
大
学
も
傾
向
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
準

備
や
面
接
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
ション
の
対
策
も
しっか
り
と
行
なって
い
き
ま
す
。

「
表
現
者
と
し
て
の
自
分
を
見
つ
け
る
こ
と
」

油
絵
科
の
絵
画
表
現
は
、
他
の
科
に
は
な
い
多
様
性
と
幅
の
広
い
価
値
観
が
特
徴
で
す
。

基
礎
的
な
観
察
力
や
描
写
力
を
訓
練
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に

表
現
と
思
考
の
独
自
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
個
性
的
な
表
現
は
、
た
だ
方
法

だ
け
を
学
ん
で
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
が
、
日
常
に
取
り
組
む
課
題
の
中
に

滲
み
出
る
個
人
特
有
の
も
の
を
見
つ
け
出
し
て
い
く
行
為
と
い
え
ま
す
。
一人
ひ
と
り
が
特

別
に
所
有
し
て
い
る
も
の
こ
そ
が
、
表
現
者
と
し
て
自
身
の
存
在
を
支
え
て
い
く
土
台
と

な
る
の
で
す
。

秋
葉
原
校
の
特
長
は
、
昼
間
部
、
夜
間
部
が
同
時
に
学
べる
時
間
設
定
で
あ
る
こ
と
で
す
。

昼
間
部
を
午
後
開
始
に
す
る
こ
と
で
効
率
や
利
便
性
を
高
め
、
現
役
高
校
生
は
緊
張
感
と

高
い
レ
ベ
ル
の
中
で
、
よ
り
高
い
目
標
を
持
って
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ｅｎａ
美
術

油
絵
科
の
伝
統
的
な
指
導
を
踏
襲
し
つつ
、
現
在
の
入
試
事
情
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

受
験
科

個
人
に
合
わ
せ
た

的
確
な
指
導
で

合
格
へ
と
導
き
ま
す

受
験
科
で
は
油
絵
、デ
ザ
イ
ン・工
芸
科
の
経
験
豊
か
な

専
門
講
師
が一年
を
通
し
、受
験
ま
で
指
導
し
て
い
き
ま

す
。コ
ー
ス
の
充
実
度
も
抜
群
で
す
。昼
間
部
は
午
後

か
ら
ス
タ
ー
ト
な
の
で
、遠
方
の
学
生
に
も
通
い
や
す
い

時
間
帯
を
設
定
。さ
ら
に
は「
毎
日
し
っ
か
り
対
策
し
た

い
」「
部
活
や
、学
力
対
策
の
た
め
の
塾
通
い
と
並
行
し

実
技
を
勉
強
し
た
い
」な
ど
、個
々
の
要
望
に
き
め
細
か

く
対
応
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。ま
た
昼
間
部
と

夜
間
部
が
同
じ
課
題
に
並
行
し
て
取
り
組
む
ケ
ー
ス
も

多
い
の
で
、分
校
で
あ
り
な
が
ら
作
品
数
を
多
く
見
ら

れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
。ｅｎａ
美
術
生一人
ひ
と
り
を

把
握
し
、志
望
校
に
合
格
す
る
た
め
に「
何
が
必
要
な

の
か
」を
定
期
的
に
面
談
を
行
い
な
が
ら
、合
格
ま
で
の

道
の
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

油
絵
科

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
科

055 054

秋
葉
原
校

秋
葉
原
校



基
礎
科

中
学
生
受
験
科

受
験
に
向
け
て
一
歩
リ
ー
ド
！

基
礎
か
ら
し
っ
か
り

身
に
つ
け
よ
う

「
美
術
を
始
め
た
い
！
」の
き
っ
か
け
、出
発
点
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。具
体
的
な
進
路
を
決
め
ス
タ
ー
ト
す
る

人
も
い
れ
ば
、絵
を
描
く
こ
と
は
好
き
だ
け
ど
将
来

何
を
し
た
い
か
、ま
だ
決
め
て
い
な
い
人
も
い
る
で
し
ょ

う
。そ
ん
な
様
々
な
生
徒
の
要
望
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、

基
礎
科
で
は
多
様
な
コ
ー
ス
を
用
意
。あ
る
程
度
、美

術
の
経
験
の
あ
る
生
徒
も
、初
心
者
の
方
も
安
心
し
て

受
講
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
って
い
ま
す
。受
験
科
を
担

当
す
る
経
験
豊
富
な
講
師
が
、道
具
の
使
い
方
か
ら
丁

寧
に
教
え
る
と
い
う
指
導
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
る

基
礎
科
。基
礎
か
ら
し
っ
か
り
学
ん
で
、受
験
に
向
け
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
１
日
６
時
間
の
授
業
」
で

力
を
つ
け
な
が
ら
、
内
申
対

策
、
家
庭
学
習
、
筆
記
試
験

対
策
も
ア
ド
バ
イ
ス

一番
人
気
の
都
立
総
合
芸
術
高
校
を
は
じ
め
、女
子
美

術
大
学
付
属
高
校
、潤
徳
女
子
高
校
な
ど
美
術
系
高

校
へ
の
進
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。週
に
1
回「
5
時

間
」の
授
業
時
間
で「
観
る
力
」と「
描
く
力
」を
育
成

し
て
い
ま
す
。し
か
し
、年
々
人
気
が
上
昇
し
て
い
る
美

術
系
高
校
の
合
格
を
勝
ち
取
る
た
め
に
は
、実
技
指
導

だ
け
で
な
く
、内
申
対
策
を
含
め
た
学
習
指
導
が
キ
ー

ポ
イ
ン
ト
。ｅｎａ
美
術
で
は
、e
n
a
グ
ル
ー
プ
の
強
み

を
活
か
し
、受
験
を
勝
ち
抜
く
た
め
の
総
合
力
を
高
め

る
指
導
を
行
い
ま
す
。ま
た
、校
舎
は
駅
か
ら
徒
歩
3

分
、駅
前
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
閑
静
な
エ
リ
ア
で
安
心

し
て
ご
通
学
頂
け
る
立
地
で
す
。

「
都
立
総
合
芸
術
高
校
に
11
年
連
続
2
桁
合
格
」の
指

導
力・情
報
量
と
、「
少
人
数
制
授
業
」の
個
へ々
の
対

応
力
で
、合
格
に
向
け
て
万
全
の
対
策
を
行
い
ま
す
。

基礎科 / 油絵クラス

表
現
す
る
た
め
の

基
礎
技
術
を
学
び

「
か
た
ち
」
を
表
現
す
る

力
を
養
う

油
絵
具
は
表
現
の
可
能
性
が
た
い
へ
ん
広
く
、

奥
深
い
画
材
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
思
い
通
り

に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

た
く
さ
ん
の
経
験
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
ま
ず
は
技
法
演
習
や
様
々
な
課
題
を

通
じ
て
、
表
現
す
る
た
め
の
基
礎
技
術
を
学

ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
デ
ッ
サ
ン
や
ド
ロ
ー

イ
ン
グ
で
観
察
力
や
イ
メ
ー
ジ
力
を
養
い
、

自
分
の
「
か
た
ち
」
を
自
由
に
表
現
す
る
た

め
に
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
、
大
学
入
試
は

も
ち
ろ
ん
、
将
来
の
活
動
に
つ
な
が
る
礎
を

築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

基礎科 / デッサンクラス

ま
だ
専
攻
が

決
ま
っ
て
な
い
人
は

美
術
の
基
本

「
デ
ッ
サ
ン
」
か
ら
学
ぶ

ど
の
よ
う
な
分
野
に
進
む
に
せ
よ
、
基
本
と

な
る
の
は
デ
ッ
サ
ン
で
す
。
デ
ッ
サ
ン
力
を

基
礎
か
ら
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、

こ
の
ク
ラ
ス
の
目
的
で
す
。
用
具
の
使
い
方

か
ら
表
現
ま
で
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
説

明
し
ま
す
の
で
、
初
心
者
も
安
心
で
す
。
ま

だ
専
攻
が
決
ま
っ
て
い
な
い
人
や
、
日
本
画
、

彫
刻
、
建
築
、
映
像
な
ど
、「
油
絵
」
と
「
デ

ザ
イ
ン
・
工
芸
」
以
外
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

こ
の
ク
ラ
ス
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
希
望

に
応
じ
て
、
専
攻
ク
ラ
ス
の
授
業
を
受
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

基礎科 / デザイン・工芸クラス

暮
ら
し
を
楽
し
く
、

豊
か
に
す
る

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の

礎
を
築
く

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
「
も
の
」
は
す
べ

て
、
誰
か
の
手
に
よ
っ
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
ポ
ス
タ
ー
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
、商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、家
電
、自
動
車
、家
具
、

陶
器
、ジ
ュ
エ
リ
ー
、テ
キ
ス
タ
イ
ル
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
で
す
。
つ
ま
り
、
デ
ザ
イ
ン
や
工

芸
の
世
界
は
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に

で
き
て
、
人
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
く
、
豊
か
に

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
当
ク
ラ
ス

で
は
、
美
大
進
学
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
た

め
の
礎
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

基 礎 科 の 授 業

基 礎 科 作 品

専
門
課
題

油
絵
ま
た
は
デ
ザ
イ
ン・工
芸
の
専
門
課
題
に
取
り
組
み
ま

す
。

初
め
て
の
人
に
は
用
具
の
使
い
方
か
ら
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

専
攻
が
ま
だ
決
ま
って
い
な
い
人
や
自
分
の
専
攻
以
外
の
課

題
に
興
味
が
あ
る
人
は
、他
の
ク
ラ
ス
の
授
業
を
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。用
具
は
貸
し
出
し
を
し
ま
す
。

保
護
者
面
談

保
護
者
会

共
通
課
題

全
員
で
同
じ
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

デ
ッ
サ
ン
を
中
心
に
幅
広
く
基
礎
力
を
学
び
ま
す
。

●
デ
ッ
サ
ン（
石
膏
像
、静
物
、人
物
、構
成
）　
●
細
密
描

写　
●
模
刻
、彩
色
模
刻　
●
写
真
模
写　
●
他

中学生受験科作品

057 056

秋
葉
原
校

秋
葉
原
校



■受験科■基礎科

※都合の良い曜日を２日間選択

デザイン
工　芸
クラス

■学　科

渋
谷
校

2023年度芸大・美大合格実績
※前年度デザイン・工芸コースのみ実績

新
設
の
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
に
特
化
し
た

ｅｎａ
美
術
唯一、
渋
谷
の
現
役
校
。

通
い
や
す
い
渋
谷
駅
か
ら
徒
歩
５
分

駅
チ
カ
の
渋
谷
校
か
ら
現
役
で
憧
れ
の

大
学
へ
の
合
格
を
！

ｅｎａ
美
術
に
新
設
さ
れ
た
、デ
ザ
イ
ン・工
芸
科
専
門

の
校
舎
、渋
谷
校
。渋
谷
校
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
指
導
と
最
新
の
デ
ザ
イ
ン・工
芸
の
ト
レ
ン
ド

を
取
り
入
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、確
実
に
合
格
へ
導

く
、現
役
生
向
け
の
デ
ザ
イ
ン・工
芸
に
特
化
し
た
予

備
校
で
す
。 

ま
た
渋
谷
駅
チ
カ
と
い
う
好
立
地
は
時
間
の
な
い
高

校
生
に
と
っ
て
非
常
に
ア
ク
セ
ス
が
便
利
で
す
。時
間

の
制
約
の
あ
る
受
験
生
に
と
っ
て
、こ
の
好
立
地
は
大

き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。放
課
後
や
予
備
校
か
ら

の
帰
宅
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
で
、学
習
に
集
中
で
き

る
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。渋
谷
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

受
験
生
に
力
を
与
え
、実
技
の
セ
ン
ス
を
磨
く
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。 

ワ
ン
フ
ロ
ア
で
基
礎
科
も
受
験
科
も一緒
に
仲
良
く
制

作
、画
材
も
同
じ
フ
ロ
ア
で
購
入
で
き
る
な
ど
渋
谷
校

な
ら
で
は
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
親
近
感
。講
師
陣
も
優

し
く
親
切
で
、経
験
豊
富
な
熟
練
講
師
と
、受
験
の
新

し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
供
す
る
若
手
学
生
講
師
の
タ
ッ

グ
が
、現
役
生
の
受
験
を
成
功
に
導
き
ま
す
。

ｅｎａ
美
術
の
デ
ザ
イ
ン・工
芸
科
は
、受
験
生
の
皆
様

に
最
高
の
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
、美
術
大
学
へ
の
合
格

へ
の
第一歩
を
踏
み
出
す
お
手
伝
い
を
致
し
ま
す
。当

予
備
校
で一緒
に
目
標
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。

その他美術系大学

60名

多摩美大

30名

武蔵野美大

30名

実技授業

合同授業
新宿・渋谷・国立・

秋葉原

自　習
実技・学科

学　科
授業・模試

面　談
個別・保護者

講習会
春・夏・冬

授業システム
３つの無料体験授業

1日体験
講習

無料体験
入学

土曜
チャレンジ

日曜
10：00～16：00
開催（日程はHP）

土曜
14：30（または17：30）

～20：30
開催（日程はHP）

希望日に
通常授業の

カリキュラムに参加

デザイン・工芸を学ぶなら、渋谷校。
渋谷校は新たに
デザイン・工芸に特化した校舎として、
ena美術の最大の特徴を誇っています。 

059 058

渋
谷
校

渋
谷
校



渋谷校、駅近で通いやすいメリット
渋谷校は渋谷駅の宮益坂口から徒歩５分、

B3または20a出口からもすぐの好立地に位置しています。

高校生は学校の授業と受験勉強の両立が大変です。

まずは通学が便利な環境で受験に臨むことが重要です。

時間の節約も受験において非常に重要です。

雨の日でも地下道を使えば通学がスムーズに行えるのが、

渋谷校の大きな利点です。

※渋谷駅宮益口から5分
※B3または20a出口よりすぐ

ス
タ
ー
ト
の
春
。
最
初
は
課
題
に
慣
れ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
自
分
の
第一志
望
校
の
受
験
課

題
も
試
し
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
気
持
ち
よ
い

一年
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

春期講習

自
分
の
志
望
す
る
学
科
の
課
題
に
取
り
組
み
ま

す
。
実
際
の
受
験
レ
ベ
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

朝
か
ら
制
作
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
作
品

を
制
作
し
ま
し
ょ
う
。

夏期講習

最
後
の
講
習
会
で
は
、で
き
る
だ
け
多
く
の
コ
ー

ス
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。
入
試
直
前
講
習
と
の

バ
ラ
ン
ス
も
考
え
て
、
コ
ー
ス
の
選
択
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
課
題
制
作
も
入
試
を
意
識
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

冬期講習

ま
ず
は
、
基
礎
力
を
鍛
え
ま
し
ょ
う
。
受
験
に

向
け
て
、
道
具
に
関
す
る
知
識
も
増
や
し
て
い

き
ま
す
。
学
科
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
、
学

科
の
授
業
も
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

1学期

２
学
期
は
夏
期
講
習
会
で
気
づ
い
た
問
題
点
を

克
服
す
る
た
め
の
時
間
で
す
。
ま
た
、
自
信
の

あ
る
表
現
方
法
を
伸
ば
す
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
焦
ら
ず
に
、
特
に
併
願
校
の
あ
る
学
生
は

２
学
期
後
半
に
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
受
験

校
も
最
終
的
に
決
定
す
る
時
期
で
す
。

2学期

最
後
の
詰
め
で
す
、
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。
高
校
の
授
業
に
支
障
が
な
け

れ
ば
、
朝
か
ら
制
作
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
の
努
力
が
合
否
の
鍵
で
す
。

3学期（入直）

渋
谷
校
の
デ
ザ
イ
ン
工
芸
科

は
芸
大
、
私
大
や
推
薦
対
策

ま
で
広
範
囲
に
カ
バ
ー
し
受

験
生
の
合
格
へ
の
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
授
業
形
式
で
す
。

●
東
京
芸
術
大
学
の
対
策
は
デ
ザ
イ
ン
科
と
工
芸
科
に
特
化
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
学
期
中
は
基
礎
的
な
課
題
を
中
心
に
制
作

し
、
徐
々
に
デ
ザ
イ
ン
と
工
芸
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

芸
大
在
学
中
の
学
生
講
師
が
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
ション
制
作
を
行
う
た
め
、
高

い
レ
ベル
の
作
品
と
比
較
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
が
渋
谷
校
の
特
徴

で
す
。
渋
谷
校
の
利
点
は
、通
常
は
高
校
か
ら
通
学
し
や
す
く
、余
裕
を
持
っ

て
通
学
で
き
る
こ
と
で
す
。
講
習
会
や
入
試
直
前
の
期
間
に
は
、
他
の
校
舎

に
通
い
な
が
ら
制
作
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
都
合

に
合
わ
せ
て
受
講
で
き
る
た
め
、
あ
な
た
の
受
験
を
よ
り
成
功
に
導
く
で
し
ょ

う
。
さ
ら
に
、
東
京
芸
大
以
外
の
国
公
立
美
大
に
対
す
る
対
策
も
提
供
さ
れ

て
お
り
、
芸
大
と
私
立
美
大
の
併
願
志
望
の
学
生
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
私
立
美
大
の
対
策
は
、
多
く
の
学
科
が
存
在
し
、
入
試
が
非
常
に
複
雑

で
す
。
渋
谷
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
望
校
に
合
わ
せ
て
個
別
の
制
作
指

導
が
行
わ
れ
ま
す
。
近
年
の
推
薦
試
験
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
美
術
大
学
の
入

試
に
対
応
す
る
た
め
の
指
導
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
試
の
傾
向

に
精
通
し
た
講
師
陣
が
、
現
役
生
の
受
験
を
確
実
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

私
立
美
大
の
対
策
で
は
、
講
習
会
や
入
試
直
前
の
対
策
も
含
め
、一貫
し

て
渋
谷
校
で
の
受
講
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

●
学
科
も
オ
ン
ラ
イ
ン
の
講
座
な
ど
で
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
学
校
か

ら
近
い
と
こ
ろ
に
通
う
こ
と
で
、
学
科
の
時
間
も
確
保
で
き
ま
す
。

●
曜
日
設
定
も
多
彩
で
、
部
活
動
な
ど
の
都
合
に
合
わ
せ
て
、
最
初
は
日

数
の
少
な
い
コ
ー
ス
か
ら
途
中
で
曜
日
を
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
渋

谷
校
は
現
役
受
験
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
指
導
を
提
供
で
き
る
こ
と
が

特
徴
で
す
。

●
ま
た
、
渋
谷
校
は
午
後
３
時
か
ら
ア
ト
リ
エ
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
早
め
に
登
校
で
き
る
日
に
は
、
実
技
や
学
科
の
ス
キ
ル
向
上
の
た

め
に
自
習
室
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
デ
ザ
イ
ン
科
を
受

験
す
る
現
役
生
に
は
ピ
ッ
タ
リ
の
環
境
と
な
っ
て
お
り
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
科

受
験
科

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
系
の
合
格

へ
導
く
専
門
的
な
指
導
と
確

か
な
実
績
が
現
役
で
の
合
格

を
約
束
し
ま
す
。

渋
谷
校（
デ
ザ
イ
ン・
工
芸
）の
受
験
科
は
、学
生
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
柔
軟
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
提
供
し

て
い
ま
す
。週
６
、週
５
、週
３
、土
曜
な
ど
、異
な
る

コ
ー
ス
と
曜
日
が
選
択
可
能
で
、目
標
に
合
わ
せ
て
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
で
き
ま
す
。　

東
京
芸
大
を
目
指

す
学
生
に
は
週
６
コ
ー
ス
が
適
し
て
お
り
、私
立
美
大

を
志
す
場
合
は
週
５
が
選
択
肢
と
し
て
あ
り
ま
す
。　

部
活
や
他
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
忙
し
い
学
生
に
は
、週
３

コ
ー
ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、都
合
が
合
え
ば
週
５
コ
ー
ス

へ
移
行
す
る
な
ど
、フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
対
応
が
可
能
で

す
。　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
提
出
作
品
を
重
要
視
す
る

推
薦
入
試
を
目
指
す
場
合
は
、週
３
な
ど
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
工
芸
科
の
幅
広
い
受
験
要
件
に
対
応
す

る
た
め
、渋
谷
校
で
は
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
提

供
し
て
お
り
、学
生一人
ひ
と
り
に
合
っ
た
最
適
な
受
験

指
導
を
提
供
し
て
い
ま
す
。渋
谷
校
は
受
験
生
の
成
功

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
準
備
が
整
っ
た
校
舎
で
す
。

年 間 ス ケ ジ ュ ー ル

061 060
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谷
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校



基礎科 / デザイン・工芸クラス

暮
ら
し
を
楽
し
く
、
豊
か
に
す
る

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
礎
を
築
く

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
「
も
の
」
は
す
べ
て
、
誰
か
の
手

に
よ
って
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ポ
ス
タ
ー
、
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
商
品
パッ
ケ
ー
ジ
、
家
電
、
自
動
車
、
家
具
、

陶
器
、
ジ
ュエ
リ
ー
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
、
フ
ァッ
シ
ョン
な
ど
で
す
。

つ
ま
り
、
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸
の
世
界
は
、
自
分
の
好
き
な
こ
と

を
仕
事
に
で
き
て
、
人
々
の
暮
ら
し
を
楽
し
く
、
豊
か
に
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
当
ク
ラ
ス
で
は
、
美
大
進
学
か

ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
た
め
の
礎
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

基礎科 / デッサンクラス
ま
だ
専
攻
が
決
ま
っ
て
な
い
人
は

美
術
の
基
本
「
デ
ッ
サ
ン
」
か
ら
学
ぶ

ど
の
よ
う
な
分
野
に
進
む
に
せ
よ
、
基
本
と
な
る
の
は
デ
ッ
サ
ン

で
す
。
デ
ッ
サ
ン
力
を
基
礎
か
ら
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、

こ
の
ク
ラ
ス
の
目
的
で
す
。
道
具
の
使
い
方
か
ら
表
現
ま
で
、
わ

か
り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
の
で
、
初
心
者
も
安
心
で
す
。

ま
だ
専
攻
が
決
ま
って
い
な
い
人
や
、
油
絵
、
日
本
画
、
彫
刻
、

建
築
、
映
像
な
ど
、「
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
」
以
外
に
興
味
の
あ

る
人
は
、こ
の
ク
ラ
ス
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
希
望
に
応
じ
て
、

専
攻
ク
ラ
ス
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

JR 品川方面
目黒、田町、品川などの山手
線駅以外にも東急目黒線、池
上線、多摩川線などとても通
いやすいです。新宿湘南ライ
ナーなどを使えば保土ヶ谷、
大船付近の高校も可能です。

東横線方面
都内だけではなく横浜、川崎付近や大井町線
乗り換えで、大田区付近の学生も多いです。

京王線方面
井の頭線で吉祥寺、京王線方
面では調布はもちろん府中
や多摩センター小田急に乗り
換えれば町田まで通学圏内。

副都心線方面
副都心線の各駅からだけではなく、
東武線沿線などから通うことも出来ます。

JR 新宿方面
駅から近いので、新宿、池袋駅
利用の学生も多く、埼京線など
の沿線の学生も通学圏内です。

銀座線、半蔵門方面
乗り換え路線が多いので、山手線の
内側全般から浅草や豊洲あたりの
臨海地域からの通学者もいます。

田園都市線方面
二子玉川辺りはもちろん、長津
田方面から、横浜線沿線の高
校からも通えています。

東京メトロ半蔵門線

東急田園都市線

東急東横線

JR山手線

小田急小田原線

京王線

京王
井の頭線

東京メトロ副都心線

JR中央線

東京メトロ銀座線

基
礎
科

ベ
テ
ラ
ン
講
師
が
道
具
の
使

い
方
か
ら
丁
寧
に
指
導
す
る
、

美
術
の
新
た
な
始
ま
り
。

渋
谷
校
で
ア
ー
ト
の
世
界
への

第一歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

美
術
や
デ
ザ
イ
ン
に
興
味
を
持
っ
た
な
ら
、ぜ
ひ
渋
谷

校
を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
！
ま
ず
は
通
学
し
や
す

い
こ
の
渋
谷
校
で
、自
分
の
才
能
を
試
し
、探
求
し
ま

し
ょ
う
。

志
望
校
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
場
合
は
デ
ザ
イ
ン・工

芸
ク
ラ
ス
を
お
勧
め
し
ま
す
。ま
だ
具
体
的
な
志
望
校

が
決
ま
っ
て
い
な
い
場
合
は
、デ
ッ
サ
ン
ク
ラ
ス
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
。最
初
は
渋
谷
校
の
親
切
か
つ

熱
心
な
指
導
陣
に
導
か
れ
、制
作
の
知
識
を
基
礎
か
ら

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、曜
日
の
選
択
肢
も
豊
富
で
、高
校
の
予
定
に
合
わ

せ
て
都
合
の
良
い
曜
日
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

週
ご
と
に
専
門
課
題（
平
面
構
成
や
立
体
構
成
な
ど
）

も
用
意
さ
れ
て
い
る
た
め
、自
分
の
進
度
に
合
わ
せ
て
制

作
で
き
ま
す
。早
い
段
階
か
ら
受
験
に
近
い
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
す
。渋
谷
校
の
基
礎
科

講
師
は
受
験
科
の
指
導
も
行
う
た
め
、高
３
に
進
む
ま

で
の
サ
ポ
ー
ト
が
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
徹
底
的
な

ケ
ア
が
受
験
生
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、希
望
す
る
学
生
に
は
入
退
室
の
カ
ー
ド
管
理

を
メ
ー
ル
で
通
知
す
る
と
い
う
安
心
の
サ
ー
ビ
ス
も
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。美
大
受
験
を
始
め
る
の
は
早
い
ほ

ど
良
い
の
で
す
。ぜ
ひ
渋
谷
校
で
藝
大
、美
大
受
験
への

第一歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

春
に
ス
タ
ー
ト
し
、
ま
ず
は
道
具
の
使
い
方
な
ど
の
基

礎
を
し
っ
か
り
学
び
ま
し
ょ
う
。
春
か
ら
気
持
ち
よ
く
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

春期講習

自
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
大
切
に
し
、
受
講
可
能
な
時
間

を
最
大
限
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
で
き
る
だ
け
長
い
期

間
絵
を
描
か
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
デ
ザ
イ
ン

に
お
い
て
、
絵
だ
け
が
重
要
な
要
素
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

遊
び
な
ど
も
大
事
、
勉
強
も
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

夏期講習

冬
の
季
節
に
入
る
と
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
受
講
を
進
め

ま
し
ょ
う
。
寒
さ
に
負
け
ず
、
健
康
に
気
を
使
う
こ
と

も
大
切
で
す
。

冬期講習

最
初
の
段
階
で
は
、
基
礎
力
を
養
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

デ
ッ
サ
ン
に
焦
点
を
当
て
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
制
作
す
る

環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。
質
問
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん

聞
い
て
み
る
こ
と
も
大
い
に
お
す
す
め
し
ま
す
。

1学期

そ
ろ
そ
ろ
専
門
課
題
に
も
挑
戦
の
時
期
で
す
。
平
面
構

成
用
の
道
具
な
ど
も
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
渋
谷

校
内
で
購
入
可
能
な
の
で
、
申
し
込
み
用
紙
を
持
参
し

て
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

2学期

来
年
受
験
を
控
え
た
学
生
に
は
、
最
終
準
備
期
間
が

始
ま
り
ま
す
。
渋
谷
校
の
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら
楽

し
ん
で
、
最
後
の
ス
パ
ー
ト
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

3学期（入直）

年 間 ス ケ ジ ュ ー ル

入学はいつでも可能
随時、授業の見学と受験に対する相談
を受け付けています。入学に関するご
質問やご相談があれば、気軽に校舎ま
でお問い合わせください。入学時期も
随時受け付けています。

体験入学
迷ったらまず体験を！３つの体験を実施

●無料体験　通常授業に参加
●土曜チャレンジ　３時間の体験もあり
● 1日体験　日曜日に開催

面　談
希望者には年間２回の保護者会を用
意しています。その他、授業に参加し
ている学生とも進路などに関する相談
を行い、実技指導以外の面でもしっか
りサポートしていきます。

ステップアップ授業
希望者は高 3 生の受験科の授業に参
加。早く受験科のレベルを体験しよう。

※カリキュラムの関係で 1学期と2 学
期のみ。私大課題は週 3コース、藝大
コースは週 5コースの学生が対象。

063 062

渋
谷
校

渋
谷
校



実技授業

合同授業
新宿・渋谷・国立・

秋葉原

自　習
実技・学科

学　科
授業・模試

面　談
個別・保護者

講習会
春・夏・冬

授業システム
３つの無料体験授業

1日体験
講習

無料体験
入学

土曜
チャレンジ

日曜
10：00～16：00
日程はHP

土曜
14：30（または17：30）

～20：30
日程はHP

希望日に
（1日～6日間）
通常授業に参加

現
役
生
を
優
し
く

包
み
込
む
街
「
く
に
た
ち
」。

“
自
分
の
ア
ト
リ
エ
”
か
ら

目
標
の
志
望
校
へ
！

国
立
駅
南
口
か
ら
徒
歩
約
２
分
。
夜
間
に
通
う
高
校
生
に
と
って

安
心
・
安
全
な
ア
ク
セ
ス
環
境
が
嬉
し
い
国
立
校
。

春
は
満
開
の
「
桜
」、
秋
は
黄
色
に
染
ま
る
「
イ
チ
ョ
ウ
」、
冬

は
光
り
輝
く
「
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン
」
と
、
四
季
折
々

に
美
し
い
自
然
と
文
化
・
芸
術
が
薫
る
学
園
都
市
「
く
に
た
ち
」

に
あ
り
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
た
機
能
的
な
校
舎
を
例
え
る
な
ら
、
そ
れ

は
“
自
分
の
ア
ト
リ
エ
”。
予
備
校
で
あ
り
な
が
ら
も
ど
こ
か
家
庭

的
で
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
、
講
師
陣
と
の
有
意
義
な
対
話

も
弾
み
ま
す
。
受
験
生一人
ひ
と
り
に
と
って
大
切
な
自
分
の
居
場

所
で
あ
る
こ
と
が
国
立
校
の
自
慢
で
す
。

国
立
校

デッサン
クラス

油　絵
クラス

デザイン
工　芸
クラス

◎高校の授業や部活、塾などで「月火水」または「木金土」に通えない場合はご相談
　ください。「月水金」など都合の良い曜日を３日間選択することも可能です。
◎学園祭や修学旅行など高校の行事で授業に出席出来ない場合は、他の曜日に振替え
　することが出来ます。（基礎科のみ）

■受験科■基礎科

■学　科※都合の良い曜日を２日間選択

2023年度合格実績
東京造形大

19名

多摩美大

49名

武蔵野美大

52名

女子美大

11名

065 064

国
立
校

あ
校

国
立
校

064065



国
立
校

受
験
科

手
応
え
を
確
信
へ
と

進
化
さ
せ
る
経
験
豊
か
な

講
師
陣
の
指
導
力
！

受
験
科
で
指
導
す
る
の
は
、新
宿
校
で
教
鞭
を
取
り
、

数
多
く
の
受
験
生
を
第一志
望
の
美
大
に
合
格
さ
せ
て

き
た
講
師
た
ち
。全
員
が
伝
統
あ
るｅｎａ
美
術
の
実
績

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、現
役
合
格
に
焦
点
を
定
め
た

質
の
高
い
教
育
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

受
験
科
の
生
徒
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、２
～
３
ヵ
月

間
し
っ
か
り
通
う
う
ち
に“
自
分
が
わ
か
っ
て
く
る
”と

い
う
手
応
え
で
す
。そ
こ
か
ら
さ
ら
に
３
ヵ
月
。今
度
は

「
自
分
も
行
け
そ
う
だ
」と
の
確
信
が
芽
生
え
て
き
ま

す
。こ
う
な
れ
ば
い
よ
い
よ
第一志
望
校
現
役
合
格
も
視

野
に
！　
経
験
豊
か
な
講
師
に
よ
る
心
の
通
っ
た
指
導

で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

現
役
で
第一志
望
校
に
合
格
さ
せ
る
と
と

も
に
、
表
現
者
と
し
て
の
主
体
性
を
身
に

つ
け
て
も
ら
う
油
絵
科
。
絵
を
描
く
こ
と

は
、
自
分
の
思
い
を
人
々
に
伝
え
る
こ
と

だ
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
絵
に
対

す
る
気
持
ち
や
考
え
方
を
「
言
葉
」
に

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
言
葉
に
す
る
こ

と
で
、
思
考
や
情
報
が
頭
の
中
で
「
か

た
ち
」
と
な
り
、
整
理
さ
れ
て
描
写
力

に
反
映
さ
れ
て
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

力
も
鍛
え
ら
れ
、
自
主
性
や
主
体
性
が

生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。

油
絵
科
で
は
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
中
、
現
役
合
格
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、

美
大
へ
の
進
学
か
ら
卒
業
後
ま
で
を
視

野
に
入
れ
た
心
の
通
う
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
伝
統
のｅｎａ
美
術
の
指
導
が
実

を
結
び
、
開
校
か
ら
２
年
目
に
は
早
く

も
東
京
藝
術
大
学
現
役
合
格
者
を
輩
出

し
、
３
年
後
に
は
現
役
合
格
率
98
％
を

達
成
し
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
個

人
面
談
を
メ
イ
ン
に
自
主
性
を
養
い
な
が

ら
、一人
ひ
と
り
の
ペ
ー
ス
で
絵
画
表
現
の

お
も
し
ろ
さ
や
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
授

業
が
あ
り
ま
す
。

油
絵
科

第
一
志
望
校
へ
の
現
役
合
格
と
共
に

表
現
者
と
し
て
の
主
体
性
を
育
む

東
京
藝
大
を
目
指
す
人
、
武
蔵
野
美
大
、

多
摩
美
大
な
ど
の
私
立
美
大
を
目
指
す

人
、
筑
波
大
や
学
芸
大
な
ど
の
美
術
系
大

学
を
目
指
す
人
、
経
験
の
あ
る
な
し
に
関

わ
ら
ず
毎
年
、
夢
も
目
標
も
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
高
３
生
が
入
学
し
て
き
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
生
徒
で
も
、
本
人
の
経
験
や
力
に
合

わ
せ
て
、
し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る
の
が
国

立
校
の
最
大
の
強
み
で
す
。
生
徒
に
合
っ
た

大
学
・
専
攻
の
決
定
か
ら
、
出
題
傾
向
の

理
解
と
対
策
ま
で
、
親
身
な
個
別
指
導
で

志
望
校
への
現
役
合
格
を
確
か
な
も
の
に
し

て
い
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、「
受
験
生
一
人

ひ
と
り
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
個
性
を
伸

ば
し
、
合
格
に
導
く
」
と
い
うｅｎａ
美
術

の
基
本
方
針
が
息
づ
い
て
い
る
の
で
す
。

国
立
校
の
授
業
で
は
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
の
中
で
、
個
人
面
談
や
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
ま
す
。
生

徒
の
可
能
性
を
引
き
出
す
こ
と
に
努
め
る

講
師
と
受
験
生
の
心
と
心
も
通
い
合
い
ま

す
。
そ
の
授
業
の
様
子
は
い
つ
で
も
見
学
で

き
ま
す
し
、
進
路
相
談
も
随
時
行
って
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
高
校
生
や
保
護
者
の
皆

さ
ま
は
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。

受
験
生
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
い

個
性
を
伸
ば
し
て
合
格
へ
と
導
く

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
科

067 066

国
立
校

あ
校

国
立
校



基礎科 / デザイン・工芸クラス

基
礎
科

基礎科 / 油絵クラス基礎科 / デッサンクラス

「
憧
れ
の
美
大
に

行
き
た
い
！
」

そ
う
思
っ
た
時
が

始
ま
り
の
時

「
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
。」「
将
来
、デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
り

た
い
。」で
も
自
分
に
そ
ん
な
素
質
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
…

人
は
必
ず
何
か
し
ら
の
能
力
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

基
礎
科
で
は
、様
々
な
課
題
制
作
を
通
し
て
美
術
の
世

界
を
学
び
な
が
ら
個
々
の
才
能
を
引
き
出
し
、自
分
に

合
って
い
る
分
野
や
大
学・専
攻
を
見
つ
け
つ
つ
美
大
入

試
に
必
要
な
基
礎
力
を
身
に
つ
け
て
行
き
ま
す
。

ま
た
、高
校
１
、２
年
生
に
と
って
、学
校
行
事
や
部
活
、

塾
も
大
切
で
す
。基
礎
科
で
は
各
自
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
合
わ
せ
て
通
う
曜
日
を
選
択
し
、高
校
と
の
両
立
を

は
か
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。志
望
校
現
役
校
に
向
け
て

し
っ
か
り
と
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

基礎科の授業

春
期
講
習

夏
期
講
習

冬
期
講
習

１
学
期

２
学
期

３
学
期

表
現
す
る
た
め
の
基
礎
技
術
を
学
び
「
か
た
ち
」
を
表
現
す
る
力
を
養
う

油
絵
具
は
表
現
の
可
能
性
が
た
い
へ
ん
広
く
、
奥
深
い
画
材
で
す
。
そ
れ

だ
け
に
思
い
通
り
に
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん

の
経
験
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
技
法
演
習
や
様
々
な
課

題
を
通
じ
て
、
表
現
す
る
た
め
の
基
礎
技
術
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

デ
ッ
サ
ン
や
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
で
観
察
力
や
イ
メ
ー
ジ
力
を
養
い
、
自
分
の

「
か
た
ち
」
を
自
由
に
表
現
す
る
た
め
に
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
、
大
学
入

試
は
も
ち
ろ
ん
、
未
来
の
「
表
現
者
」
と
し
て
の
技
術
や
感
性
を
育
て
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

基礎科 / デザイン・工芸クラス
暮
ら
し
を
楽
し
く
、
豊
か
に
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の
礎
を
築
く

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
「
も
の
」
は
す
べ
て
、
誰
か
の
手
に
よ
っ
て

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ポ
ス
タ
ー
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、

商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
家
電
、
自
動
車
、
家
具
、
陶
器
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
テ

キ
ス
タ
イ
ル
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
す
。
つ
ま
り
、
デ
ザ
イ
ン
や
工
芸

の
世
界
は
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
で
き
て
、
人
々
の
暮
ら
し
を

楽
し
く
、
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
当
ク
ラ
ス
で
は
、

美
大
進
学
か
ら
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
た
め
の
礎
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

基礎科 / デッサンクラス
ま
だ
専
攻
が
決
ま
っ
て
な
い
人
は
美
術
の
基
本
「
デ
ッ
サ
ン
」
か
ら
学
ぶ

ど
の
よ
う
な
分
野
に
進
む
に
せ
よ
、
基
本
と
な
る
の
は
デ
ッ
サ
ン
で
す
。

デ
ッ
サ
ン
力
を
基
礎
か
ら
し
っ
か
り
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、
こ
の
ク
ラ
ス

の
目
的
で
す
。
用
具
の
使
い
方
か
ら
表
現
ま
で
、
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に

説
明
し
ま
す
の
で
、
初
心
者
も
安
心
で
す
。
ま
だ
専
攻
が
決
ま
っ
て
い
な

い
人
や
、
日
本
画
、
彫
刻
、
建
築
、
映
像
な
ど
、「
油
絵
」
と
「
デ
ザ
イ
ン・

工
芸
」
以
外
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
こ
の
ク
ラ
ス
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

希
望
に
応
じ
て
、
専
攻
ク
ラ
ス
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

面談
保護者面談（10月、2月）
年２回、保護者面談を行います。

進路相談
志望校・専攻や入試のことなどでご相談
がありましたら気軽に連絡または校舎へ
足をお運びください。

入学はいつでも可能！
随時授業の見学と進路・入学の相談を
受けています。美大・専攻のことや入試
の詳しい情報を知りたい方、入学のこと
などでご相談がある方は気軽に連絡ま
たは校舎へ足をお運びください。
入学はいつでも可能です。

体験入学
まずは体験入学を！
用具の使い方から丁寧に指導しますの
で初めての方も安心して受講出来ます。

◯無料体験入学（月〜金）

○土曜チャレンジ（土）

○１日体験講習（日）

油絵／油彩

デ・工／静物デッサン

デ・工／平面構成

油絵／ドローイング

油絵／イメージデッサン

油絵／立体
デ・工／手のデッサン

油絵／油彩

油絵／油彩

デ・工／着彩

油絵／静物デッサン

デ・工／写真模写

デ・工／立体構成

デ・工／平面構成

油絵／静物デッサン

デ・工／平面構成

デ・工／彩色模刻

デ・工／石膏デッサン

共通／静物デッサン

共通／自画像

中学生／着彩

069 068

国
立
校

あ
校

国
立
校



https://www.
art-shinbi.com/online/

071 070

オ
ン
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イ
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ン
ラ
イ
ン
教
育
科



代 表（株式会社学究社執行役）

花 村 　 統 由（京都市立芸術大学大学院修了・博士）

油絵科
阿 部 　 高 治 （東京藝術大学大学院修了・博士）

海 老 澤 　 功 （東京藝術大学卒業）

山 本 　 成 伸 （東京藝術大学大学院修了）

仲 間 　 桂 太 （東京藝術大学大学院修了）

箱 岩 　 博 （東京藝術大学大学院修了）

鷹 取 　 まゆ （東京藝術大学卒業）

松 森 　 士 門 （東京藝術大学卒業）

高見 梨花子　（東京藝術大学卒業）

吉 村 　 直 （東京藝術大学在学）

日本画科
堀 田 　 胡 桃 （東京藝術大学卒業）

福 田 　 球 斗 （東京藝術大学卒業）

永 井 　 優 子 （東京藝術大学大学院修了）

角 田 　 友 麻 （東京藝術大学大学院修了）

岡 野 　 勇 太 （東京藝術大学在学）

彫刻科
小川原  隆太 （東京藝術大学大学院修了）

新 妻 　 篤 （東京藝術大学大学院修了）

臼 田 　 貴 斗 （東京藝術大学大学院修了）

齋 籐 圭 一 郎 （東京藝術大学大学院在学）

デザイン・工芸科
山 本 　 直 （東京藝術大学卒業）

センザキリョウスケ （東京藝術大学大学院修了）

酒 井 　 望 （東京藝術大学大学院修了）

増 田 　 聡 司 （東京藝術大学大学院修了）

高 澤 　 広 明 （東京藝術大学卒業）

木村　かおる （東京藝術大学在学）

白 石 　 真 子 （東京藝術大学在学）

西 村 　 柊 成 （東京藝術大学在学）

白 井 　 天 （東京藝術大学在学）

笹 本 　 貴 寛 （多摩美術大学卒業）

山 内 　 拓 弥 （多摩美術大学卒業）

于 　 然 （東京藝術大学大学院修了）

佐々木  拓人 （多摩美術大学卒業）

ソウグオヨン （多摩美術大学在学）

鷲 尾 　 恵 一 （多摩美術大学卒業）

根 田 　 瑞 己 （多摩美術大学在学）

永 井 　 大 地 （東京藝術大学在学）

庭野 結芽葉　（東京藝術大学在学）

田坂  奈那美 （多摩美術大学在学）

伊勢崎 進亮 （多摩美術大学在学）

小暮　ひび喜 （東京藝術大学在学）

戸部　日向子 （東京藝術大学在学）

井 戸 　 允 月 （東京藝術大学在学）

服 部 　 咲 良 （東京藝術大学在学）

ワン　トニー （多摩美術大学在学）

堀 田 　 美 凪 （多摩美術大学在学）

松 浦 　 百 奏 （多摩美術大学在学）

松 原 　 萌 （武蔵野美術大学在学）

御 木 　 理 （多摩美術大学在学）

映像科
森 田 　 塁 （立教大学大学院修了・博士）

百 瀬 　 文 （武蔵野美術大学大学院修了）

樋 口 　 立 樹 （武蔵野美術大学卒業）

中 田 　 未 空 （武蔵野美術大学在学）

松 島 　 美 優　（武蔵野美術大学卒業）

建築科
河 野 　 夢 月 （東京藝術大学在学）

矢 野 　 淳 （東京藝術大学卒業）

喜多川 幸奈 （東京藝術大学在学）

佐 藤 　 美 羽 （東京藝術大学在学）

奥 田 　 梨 乃 （東京藝術大学在学）

岡 村 　 岳 （多摩美術大学在学）

橋本　ゆきな （東京藝術大学在学）

先端芸術表現科
小 屋 　 竜 平 （東京大学大学院修了）

川 原 　 圭 汰 （東京藝術大学在学）

冨 澤 　 理 佐 （東京藝術大学在学）

本 間 　 月 菜 （東京藝術大学在学）

五十嵐  あきら （東京藝術大学卒業）

佐 藤 　 琴 音 （東京藝術大学在学）

川 本 　 杜 彦　（東京藝術大学卒業）

土日受験科
高 澤 　 広 明 （東京藝術大学卒業）

白 石 　 真 子 （東京藝術大学在学）

高見 梨花子　（東京藝術大学卒業）

芸術学科
副 島 　 善 道 （東京藝術大学卒業）

東 山 　 昶 （東京藝術大学大学院修了）

出 口 　 武 頼 （東京藝術大学大学院在学）

基礎科
加 藤 　 淳 平 （東京藝術大学大学院修了）

名 越 　 敬 真 （東京藝術大学卒業）

上原　菜々子 （東京藝術大学大学院修了）

塚田  智香子 （東京藝術大学大学院修了）

名 雪 　 大 河 （東京藝術大学卒業）

川 目 　 七 生 （東京藝術大学在学）

酒 井 　 春 花 （東京藝術大学在学）

金 子 　 拓 生 （東京藝術大学在学）

原 　 彩 水 （多摩美術大学在学）

増村  真美子 （東京藝術大学大学院修了）

加 来  優 汰 （東京藝術大学在学）

玉 井 　 雪 菜 （東京藝術大学在学）

渡部　ぼたん （東京藝術大学在学）

大宮校
川 田  龍 （東京藝術大学大学院修了）

箱 岩  博 （東京藝術大学大学院修了）

加 来  優 汰 （東京藝術大学在学）

鳥野見 知高 （東京藝術大学在学）

原  ナ ビ ィ （東京藝術大学在学）

栗 原  博 通 （武蔵野美術大学卒業）

井 戸  允 月 （東京藝術大学在学）

佐々木 萌音 （武蔵野美術大学在学）

柴 田  皓 耀 （多摩美術大学在学）

佐藤 茉亜莉 （東京藝術大学在学）

高 橋  理 子 （武蔵野美術大学在学）

松 浦  百 奏 （多摩美術大学在学）

松 原  萌 （武蔵野美術大学在学）

渡部 ぼたん （東京藝術大学在学）

秋葉原校
多 田 　 敦 （多摩美術大学卒業）

森 元 　 國 文 （東京藝術大学大学院修了）

角 田 　 友 麻 （東京藝術大学大学院退学）

石 井 　 佑 果 （東京藝術大学大学院修了）

吉 田 　 光 雅 （多摩美術大学在学）

当 山 　 希 未 （東京藝術大学在学）

戸部 日向子 （東京藝術大学在学）

松 原 　 萌 （武蔵野美術大学在学）

相 蘇 　 渉　（多摩美術大学在学）

大 島 　 健 太 （多摩美術大学大学院修了）

渋谷校
古 関 　 崇 尚 （多摩美術大学大学院修了）

菊 池 　 虎 十 （東京藝術大学在学）

戸 部 　 珠 海 （東京藝術大学在学）

入 江 　 楓 太 （東京藝術大学在学）

関 　 由 侑 （多摩美術大学在学）

稲葉マイラ麗 （東京藝術大学在学）

高 橋 　 慶 衣 （東京藝術大学在学）

高 橋 　 咲 （多摩美術大学在学）

奥 村 　 凪 （東京藝術大学在学）

国立校
武 田 　 玲 （東京藝術大学卒業）

松 田 　 将 晃 （東京藝術大学大学院修了）

塚 越 　 啓 史　（東京藝術大学大学院修了）

増 田 　 聡 司 （東京藝術大学大学院修了）

江 上 　 秋 花 （東京藝術大学大学院修了）

野 口 　 綾 音 （東京藝術大学大学院修了）

宮野  野乃花 （武蔵野美術大学卒業）

上 田 　 蒼 緒 （多摩美術大学在学）

小 林 　 千 夏 （多摩美術大学在学）

岡 田 　 駿 介 （多摩美術大学在学）

石 松 　 珠 憂　（東京藝術大学在学）

オンライン教育科
増 田 　 聡 司 （東京藝術大学大学院修了）

百 瀬 　 文 （武蔵野美術大学大学院修了）

小 屋 　 竜 平 （東京大学大学院修了）

福本  健一郎 （東京藝術大学大学院修了）

福 田 　 球 斗 （東京藝術大学卒業）

高 澤 　 広 明 （東京藝術大学卒業）

矢 野 　 淳 （東京藝術大学大学院修了）

塚田  智香子 （東京藝術大学大学院修了）

大 島 　 健 太 （多摩美術大学大学院修了）

留学生科
于 　 然 （東京藝術大学大学院修了）

ソウグオヨン （多摩美術大学在学）

ワン　トニー （多摩美術大学在学）

映像コンテンツ担当
福 士 　 朱 美 （武蔵野美術大学卒業）

前 田 　 博 雅 （東京藝術大学大学院修了）
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